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まえがき

地質図幅「遠軽」は北海道開発庁の委託によって調査されたもので、野外調

査は昭和58年から昭和60年にかけて実施された。野外調査に当たっては、中生

界および古第三系分布地域を主として田近が、新第三系分布地域を主として八

幡が担当した。説明書の取りまとめにあたっては、新第三系については八幡が、

その他については田近が分担した。

調査研究にあたっては、放散虫化石について北海道大学の岩田圭示博士に御

教示いただいた。山口大学理学部君波和雄助教授、香川大学教育学部木村学助

教授、北海道大学理学部新井田清信博士、並びに愛媛大学理学部の榊原正幸博

士には常呂帯の地質について御教示、御討論いただいた。元当所主任研究員の

高橋功二博士(現、和光技研側)には本地域東部の一部の調査を分担していた

だいた。本調査に用いられた岩石薄片は当所の戸問替修一氏の作製によるもの

である。以上の方々に厚くお礼申し上げる次第である。

I.地形

「遠軽」図幅地域は、北海道北東部の東経143°30'-143ー 45' 、北緯 44°00'-44°

10' の範囲にある。地形概要図及び接峰面図をそれぞれ第 1 図と第 2 図に示す。

この地域は、北見山地がオホーツク海に向かつて次第に高度を下げて行く部

分あたり、起伏の少ない山地および丘陵地がその大半を占める。北東部には、

オホーツク海の海跡湖であるサロマ湖の一部が含まれる。西部にはオホーツク

海に向かつて北へ流れる湧別川とその支流があり、東部では芭露川、計呂地川、

志撫子川などの中小河川がサロマ湖に注いでいる。この二つの水系の境には、

- 1
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第 1 図 「遠軽」地域の地形概要.

- 2

サ
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第 2 図接峰面図.
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サロマ湖三里浜より対岸の「遠軽」図幅地域南部を遠望.

左側の小山が計呂地円山，右側が芭露付近.

いくたわら

標高300-400mの小起伏山地が南北に分布し、南隣「生田原」図幅地域を流れる

佐呂間別川との分水界にあたる計露岳(標高408m) を中心とする山地とともに

本地域の山地の骨格になっている。湧別川とその支流に沿いには比較的幅の広

い扇状地性の河岸段丘と沖積低地からなる谷底平野(湧別川低地)が発達し、

西隣の「丸瀬布北部」地域からつづく丘陵~山地との境をなしている。サロマ

湖に注ぐ河川の流域は標高lOO-300mの起伏の比較的大きな丘陵地となっており、

河口部や河川沿いに小規模な沖積低地と段丘が分布する(第 3 図)。

I. 1 山地と丘陵

本地域の大部分は山地及ぴ丘陵によって占められており、構成する地質を反

映した地形の特徴を持っている。

湧別川低地の東側に発達する山地は、サロマ湖岸に向かつて緩やかな丘陵地

に移り変わっている。これらの山地や丘陵は、ほぽ南一北から北東一南西方向

の直線的稜線で特徴づけられ、谷の方向もこれに平行なものが多い。同様な特

徴は上湧別北西方の湧別川左岸の丘陵にも認められる。これらは、この地域に

分布する砂岩泥岩互層を主とする上部白亜系~古第三系湧別層群の地質構造に

- 4



調和的である。一般に、これらの地域を流れる中小河川のつくる河谷は東側が

急、で、西側が緩やかな非対称谷で、あることが多い(第 4 関)。砂1J~五層を主とす

る山地の山腹斜面には、しばしば岩盤クリーブが認められるが、大規模な地す

べり地形は少なく、規模は延長幅ともに数100m以下て"ある。なお、活断層研究

会(1980、 1991) の活断層分布図には、 ヒ芭露j1§方の丘陵の山腹斜面に活断層

の疑いのある I) ニアメント(確実皮III、長さ 4 km、方向NNE、判定基準2鞍部の

連続)が顕示されている。露出が悪く詳絡は不明であるが、この鞍部は湧別層

群の簿層理砂岩泥岩互層からなり、鞍部の東側の高まりはNNE方向に連続する

塊状~含磯砂計からbえっている。

~4 関西芭露付近の河待

東側斜面(左)が

急で，西側斜面は

緩やかである.

r
d



やよい かいせい

遠軽南方、遠軽東方の弥生付近、およびその対岸の開盛一南の沢付近には、

広い山頂平坦面と平滑な山腹斜面で特徴づけられる台地状の小起伏山地が発達

する。これらの山頂部は新第三系の安山岩及び玄武岩の溶岩からなっている。

特に弥生や開盛~南ノ沢の山塊は、溶岩の下に湧別層群の砂岩泥岩が分布する

ホキャップロック'状の構造となっており山腹斜面には延長 1 kmにも達する大

きな地すべり地形や開析きれた地すべり地形とみられる緩斜面が多数発達する。

なお、地質図には明瞭な地すべり地形を示し延長500m以上のもののみを地すべ

り堆積物として表現し、地すべり地形の不明瞭なものについては崖錐と区別が

難しいので崖錐堆積物に一指した。

遠軽市街の西方には、丸みを帯びた稜線をもっ起伏の小さな丘陵が広がって

いる。これらは、ほぽ新第三系の分布域に相当する。「遠軽」の地名の起源とな
がんItういわ

った「轍望岩(インカルシ・見張りをする所)J は、この丘陵が湧別川低地に突

き出したところに位置している(第 5 図)。この周辺は主として軟質な軽石質凝

灰岩からなっており、湧別川の側刻によって比較的硬い安山岩質火山角喋岩か

ら成る轍望岩の部分だけが取り残きれたものとみられる。

第 5 図轍望岩の近景.

I. 2 段丘と低地

けろち ぱろ しぶ

河岸段丘は湧別川とその支流、及びサロマ湖に注ぐ計呂地川、芭露川、志撫

子川とその支流沿いに発達し、本図幅ではこれを比高15-40mの t 1 面、同じく

15m-10mの t2面、及び:'10m以下のむ面に区分した。 t1面は一般に後背山地の脚

部との境界が不明瞭な、緩斜面である。以上の段丘面はWako(1962)によるTerrace

II 、 III、およびIVにほぼ対応するものとみられる。Wako (1962) によればTerrace

- 6-



IVは最終氷期の亜氷期に形成されたという。なお、向遠軽タチカルシュナイ遺

跡(前~後期白滝文化:吉崎、 1973) は t 1面上にある。

河岸段丘が最も広〈分布するのは湧別川流域(第 6 図)て\段丘面の多くは

開析した扇状地面とみられる。 t1面は、西隣の「九法(t布北部」図幅地域で東へ流
のがみ

れてきた湧別川が北へ方向を転じ河谷が広がる遠軽町.野ヒ付近で最も広く発達

する。この付近の t 1面の生田原川側の側崖は極めて不明瞭で、、 t 1面は等しい等高

線間隔を保ちながら t2面へと移っている。 t3面は、開盛付近の河谷の狭あい部よ

り上流では河道にそった比較的狭い平坦面を形成しているが、開盛付近から下

流では明瞭な半同心円状の等高線間隔をもっ扇状地状の地形面となっている。
なかどば

これには東の山地から流れでる中土場川などの小規模な扇状地が重なっている。

t3面には、しばしば「名残)I I J とみられる小河川|が発達し、開析のあまり進んで

いない上湧別付近では網状流路の痕跡が認められる。現河道の周辺には河川改

修以前の旧河道跡がみられる。改修以前にはこの旧河道や名残川の周辺で水害

が多かった。

接峰面図(第 2 図)を見ると湧別川低地(第 1 図)は上湧別付近と遠軽付近

の二つの部分からなる明瞭な凹地となっている。遠軽付近の湧別川低地の延ぴ

の方向(南北)は新第三紀中新世末の湖沼性堆積盆地の延びの方向(八幡・西

戸、 1990) にほぼ一致しておりこの南の生田原周辺の盆地とともにかなり早い

時期から地形的な盆地として存在していたものだろう。

サロマ湖の西方には標高 5m-40mの広い海成段丘が発達している。これらは

段丘面がオホーツク海側に傾斜しており段丘崖が不明瞭であるが、およそ標高

40m-15m(t 1 面)、 10 数m- 5m (t2面)の二つの面に区分される。遠藤・上杉

第 6 図

湧別川低地と遠軽東方の小起伏山地.

門
•
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(1 972) はサロマ湖東岸の岐阜台地付近の段丘を標高20-35mの中位段丘と

10-15mの低位段丘に区分した。それによれば、中位段丘は阪口(1959) の築別

面、低位段丘は同じく苫前面に相当し、前者はRiss-WUrm期、後者はWUrm氷

期に形成されたものときれている。本地域における t[面、 tz面はそれぞれ遠藤・

上杉 (1972) の中位段丘、および低位段丘に相当するものとみられる。

サロマ湖周辺の沖積低地は、芭露川、志撫子川、および計呂地川の河口周辺

に発達している。各河川の現河口部は小規模な鳥祉状三角州となっており、河

口の両側には湖岸湿地が発達している。また、円山の西には小規模な砂噛が形

成きれ、内湾には湿地が形成きれつつある。芭露付近の湖岸線は全体として円

弧状の形態をとっており、それに沿って標高 5m前後の浜堤が発達する。おそら

く、芭露付近の低地は円弧状三角州として形成されたものであろう。現在の河

口は鳥E止状であり、百露川の堆積作用が一定であると仮定すると円弧状三角州

の形成きれた時期は現在よりも波浪や沿岸流の影響の強い状態にあったと想像

きれる。サロマ湖はB.P.5000-6000 年前後の縄文時代前期にはオホーツク海に

開いた内湾的な環境だ、ったと考えられている(古サロマ湾時代;大島、 1971) 。

佐呂間湖東岸では、標高 5m 前後および 3m 前後の浜堤とそれに対応する湖岸段

丘の発達が報告きれ、完新世における少なくとも 2 回の高海(湖)水準期の存

在の地形的な証拠と考えられている(中井、 1987) 。芭露付近の浜堤の形成は、

それらのうちの早いステージ (B.P .6000 年前後あるいは 4000 年前後)に対応す

るもので、あろう。

なお、丘陵がサロマ湖に直接落ち込んでいる月見ケ浜や円山の湖岸には小規

模なベンチができている。

II. 地質概説

「遠軽」図幅地域は、北海道東北部のオホーツク海沿岸地方に位置し、北海

道中生界の地質構造区分では常呂帯(広義)に属し、新第三紀のいわゆる北見

グリンタフの分布地域を含む(第 7 図)。

本図幅地域を構成する地質系統は、中生界および古第三系を主体とし、新第

三系・第四系を伴う(第 1 表)。中生界および古第三系には、かつてはジュラ系、
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第 l 表地質総括表

地質時代

第完新世
四

紀更新世
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中淵中
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最近では白亜系として扱われてきた上部白亜系~古第三系湧別層群と、ジュラ

系( ?) -白亜系の仁頃層群がある。湧別層群は主として図幅の中央から東部

にかけて広く分布し、仁頃層群は東南隅にわずかに分布する。新第三系は中~上

部中新統の堆積岩類・火山岩類からなり、主として図幅の西側に分布する(第

7 図)。

仁頃層群は緑色岩類・チャート・石灰岩・砂岩・泥岩などからなる。各岩相

から産出する放散虫化石は、ジュラ紀後期から白亜紀後期にいたる様々な時代

をしめすが、その多くは異地性の外来岩体とみられ、砕屑岩の堆積時代は白亜

紀後期まで上がるものとみられる。本地域では断層に挟まれてわずかに分布す

るに過ぎない。

湧別層群は砂岩・泥岩のタービ夕、イト互層を主とし、磯岩・酸性凝灰岩・緑

色泥岩・赤色泥岩をともなう。見かけ上、東上位の同斜状構造を示し、全体と

して上方にむかつて細粒(薄層)から粗粒(厚層)へと変化する様々なオーダ
くま さわ むかいえんがる とよさと

ーのホ堆積かサイクルをしめす。本層群は、西から熊ノ沢層、向遠軽層、豊里
やすくに あさひの かみばろう おおなり みずほ わかさ なかぞの

層、安困層、旭野層、上芭露層、大成層、瑞穂層、若佐層および中園層の 10 岩

本目ユニットに区分される。

熊ノ沢層は主として暗灰色泥岩と薄層理砂岩泥岩互層からなり、厚層理砂岩

泥岩互層や酸性凝灰岩の薄層を伴う。泥岩から白亜紀後期~古第三紀型の放散

虫化石を産出する。

向遠軽層は主として、塊状砂岩・厚層理互層・含喋砂岩からなり、薄層理互

層・喋岩を伴う。砂岩は炭質物に富む。化石の産出はない。

豊里層は薄層理互層・厚層理互層を主とし、塊状砂岩・泥岩・酸性凝灰岩・

緑色泥岩・赤色泥岩・スランプ層を伴う。赤色泥岩・緑色泥岩の下底には層理

に準平行な断層が発達し、メランジェ様の産状を呈する。赤色泥岩・緑色泥岩

から古第三紀暁新世前期の放散虫化石が産出する。

安国層は主として、塊状砂岩・厚層理互層からなり、含磯砂岩・磯岩・薄層

理互層・緑色泥岩・赤色泥岩・スランプ層を伴う。緑色泥岩の一部から後期白

亜紀~古第三紀型の放散虫化石が産出する。

旭野層は主として薄層理~厚層理砂岩泥岩互層からなり、含喋砂岩・塊状砂

岩・泥岩・緑色泥岩・赤色泥岩・スランプ層を伴う。赤色泥岩・緑色泥岩のー

ハ
U

1
1
4



湖

5Km

Eヨ藻月 IJ 層
留岡層

-削層群
豊里層

重ヨ J勇月 IJ 層群
大成層

Eヨ佐呂間層群

「て7てフ寸社名淵層

ド〉ごうゴ生田原!量

Eヨ別 IJ 層群
向遠軽層

下て二二可 J勇月 IJ 層群

正三÷ヨ 上芭露層

Eヨ判層群
中直層

ーっ貫入岩類

失対 i 層

j勇}j IJ J奮群

熊/5，尺層

;勇動 J J嘗群
若佐層

湧月 IJ 層群

旭野層

己
四
回
目
冨

にコ第四系

Eヨ;鳴之舞層

Eヨ

Eヨ湧Ei品群

瞳璽仁頃層群

;勇矧 J I膏群

安国層

層

「遠軽」図幅地域および周辺の地質概略図.

黒田・寺岡(1 964) ，山田ほか( 1963) ，八幡ほか(1 988) および、常日帯研究

グループ(1 984) などから編図.
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部の下底には、層理に準平行な断層が発達する。緑色泥岩からは古第三紀暁新

世前期の放散虫化石を産出する。

上芭露層は薄層理~厚層理砂岩泥岩互層を主体とし、塊状砂岩・含喋砂岩・

喋岩・暗灰色泥岩および緑色泥岩を伴う。暗灰色泥岩から後期白亜紀~古第三

紀の放散虫化石を産出する。

大成層は主として泥岩と薄層理砂岩泥岩互層からなり、赤色泥岩・緑色泥岩・

含喋砂岩を伴う。薄層理互層や泥岩中にはしばしばスランプ層が見られる。赤

色泥岩の下底には層理に準平行な断層が発達する。赤色泥岩・緑色泥岩・暗灰

色泥岩からは後期白亜紀マストリヒチアン(あるいはカンパニアン)-古第三

紀暁新世前期( ?)の放散虫化石を産出する。

瑞穂層は単調な薄層理砂岩泥岩互層を主体とし、部分的に厚層理互層、塊状

砂岩、含磯砂岩および酸性凝灰岩をともなう。湧別層群の岩相ユニットのなか

で最も幅広い分布をしめす。本地域では泥岩から後期白亜紀~古第三紀の放散

虫化石が産出する。本図幅地域南方の「生田原」図幅地域では緑色泥岩から後

期白亜紀マストリヒチアン(あるいはカンパニアン)の放散虫化石と酸性凝灰

岩の黒雲母から 58.5 士1. 3Ma(暁新世後期)のK-Ar年代が報告されている(君

波ほか、 1990) 。

若佐層は含喋砂岩・塊状砂岩・厚層理砂岩泥岩互層などの粗粒堆積物を主体

とし、薄層理互層・スランプ層を伴う。化石は発見されていない。

中園層は主として薄層理砂岩泥岩互層からなり、砂岩や暗灰色~黒色の泥岩を

伴う。後期白亜紀~古第三紀の放散虫化石を産出する。

以上述べた中生界および古第三系は、その岩相・地質構造・変成作用などか

ら、白亜紀後期~古第三紀前期におけるクラーイザナギプレートの東~北向き

沈み込みに伴ってオホーツク古陸(あるいは古千島弧)前縁に形成された付加

体と考えられている(木村、 1985 ;榊原ほか、 1986 ;紺谷ほか、 1986 ;新井田・

紀藤、 1986 ;田近、 1988 ;君波、 1989 ;など)。それらによれば、仁頃層群を構

成する緑色岩類・チャート・石灰岩などの海洋性の岩石は遥か低緯度地方で形

成され北米プレートの前縁に付加されたものである。また、湧別層群は付加さ

れた海溝外側斜面~海溝底堆積物や海溝陸側斜面海盆の堆積物と考えられる。

新第三系は、中~上部中新世の火山噴出物および湖沼性堆積物からなり、下
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もぺつ とめおか しゃなふち

位より藻別層、留岡層、および社名淵層に区分される。これらの分布の主体は

本図幅地域西方の「丸瀬布北部」図幅地域にあり、本図幅地域の新第三系はそ

の東縁部にあたる。これらは下位の中生界~古第三系を不整合におおい、各層

は互いに不整合関係にある。他に、貫入岩類として玄武岩・石英安山岩・流紋

岩がある。

藻別層は陸域で噴火・堆積した酸性火山噴出物より構成きれ、「丸瀬布北部」

図幅地域では 5 部層に区分されている。本地域に分布するのはそのうち、最上

部のシブノツナイ火砕岩部層で、流紋岩質~石英安山岩質の軽石凝灰岩・粗粒

凝灰岩よりなる。藻別層の地質時代は、 K-Ar年代 (11.8士 O.6Ma; 八幡・西戸、

1989) やF-T年代 (12.0Ma: 輿水・金、 1987) から中期中新世末と考えられる。

留岡層は、主として玄武岩質の火山角喋岩・凝灰角喋岩・火山喋凝灰岩など

の火砕岩よりなり、泥岩層を介在する。本層は湧別層群を不整合に覆い、社名

淵層に不整合におおわれる。本層のK-Ar年代は8.7ｱO.7Ma を示し(八幡・西

戸、 1989) 、藻別層上部層相当の地層、またはその上位層と考えられる。

社名淵層は、「丸瀬布北音 ~J 図幅地域で上部・中部・下部の 3 部層に区分され

るが、本地域に分布するのは中部および下部層にあたる。中部層を構成するの
わかまっ かくれざわ

は基底砂岩喋岩、酸性の火砕岩層(若松火砕岩)、玄武岩質火砕岩(隠沢玄武岩)、
きかえの

および安山岩質火砕岩(栄野安山岩)である。これらは浅い水域で堆積したも
たにもとがわ みさわがわ せたに

のと推定きれる。上部層は谷本川火砕岩・三沢川流紋岩・南ノ沢玄武岩・背谷
うしやま

牛山安山岩からなり、主として陸域で噴火・堆積した火山岩から構成される。

本層は湧別層群、藻別層、および留岡層を不整合におおう。 7.3±O.4Ma( 隠沢

玄武岩)および'7 .2±O.4Ma (背谷牛山安山岩)の K-Ar 年代が報告されており

(八幡・西戸、 1989) 、後期中新世の堆積物と考えられる。

以上の新第三系は中期中新世から後期中新世にかけて、陸域または湖盆にお

いて進行した火山活動の産物である。火山活動は初~中期に流紋岩と玄武岩か

らなるパイモーダルな活動であるが、後期には安山岩の活動も認められる。

第四系はサロマ湖岸や各河川沿いに発達する海岸段丘堆積物・河岸段丘堆積

物、沖積層、および山地や丘陵の地すべり堆積物や崖錐堆積物である。

q
d



III. 中生界および古第三系

「遠軽」図幅地域に分布する 1{1 ，主界・古第三系は、かつてジュラ系と考えら

れていた湧別層群および仁明肘併で、ある。これらは、佐呂間層群とともに北海

道の中生界の地体区分では常呂帯(広義)に属す(君波ほか、 1985、 1986) 。な

お湧別層群の帰属についてはけ I'，:;とともに、日高帯とする区分(例えば

KiminamiandKontani 、 1979 、小松、 1985) 、日高帯南部の中の川層群と一括

し、湧別一中の川帯とする区分(木村、 1985) 、湧別層群分布域のみを湧別帯と

する区分(田近、 1989) などがある。

遠軽地域およぴ周辺の中生界・古第三系については、古くは神保 (1892) に

よって「古生層 J (仁頃層群)が、岡村 (1913) によって「中生層 J (湧別層群

および佐呂間層群)がそれぞれ、地質図に示きれた。高橋ほか (1936) 、高橋・

松田 (1936) は「中生層」を具体的に記載し、「湧別層」と「輝緑凝灰岩層 J (仁

頃層群)との境界の断層を確認した。

1960 年代から周辺地域の 5 万分の l 地質図幅調査が進展し、特に「生田原」

(山田ほか、 1963) 、「サロマ湖及び‘三里番屋 J (黒田・寺岡、 1964) などの研究

により常呂帯の中生界の知識は増大した。これらの調査研究及びそれを総括し

た寺岡ほか(1 962 :1973) は、湧別層群がこの地域の中生界の最下部をなすも

ので、仁頃層群、佐呂間層群は順次整合に累重するとし、仁頃層群石灰岩産の

烏ノ巣型化石や佐日間層群からのBuchia spp. の産出などから、これらの時代を

ジュラ紀とした。 Kiminami andKontani(1979).KontaniandKiminami

(1980) 、及び君波・紺谷 (1983) は、湧別層群・佐呂間層群の砂岩組成・古流

系の検討を行い、これらを東方に推定きれる島弧の前弧海盆堆積物と考えた

(KiminamiandKontani. 1983) 。これとは別に、木村 (1980) は、砂岩層を

鍵層として、南北性の軸を持ついくつかのオーダーの摺曲を推定し、湧別層群

と佐呂間層群は同一で、、仁頃層群の上位に重なるものとした。

1980 年代にはいり、それまで全く化石の報告のなかった湧別層群から白亜紀

型の放散虫化石が産出し(君波ほか、 1983 ;IwataandTajika. 1986) 、湧別

層群と仁頃層群との整合説は否定された。更に、木村 (1985) は湧別層群を白

亜紀の付加体と見なした。紺谷ほか (1986) 、田近(1 988) は湧別層群を東傾斜

A
せ



の覆瓦状構造をとるものと解釈し、その少なくとも一部が白亜紀末の海洋プレ

ートの東向き沈み込みに伴う海溝付加体であると考えた。最近、岩田 (1989)

は本地域内の湧別層群中の放散虫化石を再検討し、これらの中に古第三紀暁新

世の放散虫化石が含まれることを明かにした。また、君波ほか (1990) は「生

田原」図幅地域の湧別層群の凝灰岩から暁新世を示すK-Ar年代を報告しているo

IwataandTajika(1 986) 、田近 (1988) は、湧別層群を上部白亜系としたが、

これらのことから本報告では、上部白亜系~古第三系として記述した。

一方、佐日間層群・仁噴層群については常呂帯研究グループ (1984) による

佐呂間層群基底の不整合の発見以降、岩石構成とテクトニクス (Niida etal.,

1981;Bamba, 1984; 榊原ほか、 1986) 、放散虫化石による年代の検討(中世古ほ

か、 1988 ;田近・岩田、 1987 ;秋山ほか、 1990 ;榊原ほか、準備中)、さらに仁

頃層群からの低温高圧変成作用の発見 (Sakakibara ， 1986;榊原、 1989) など

多くの研究が行われている。

このように、常呂帯の「中生界」についての研究は 1980 年代以降、急速に進

んだ。しかし同時にいくつかの間題も提起きれ、地質構造、層序区分および詳

細な年代については未解決な点がある。これらの問題の解決には、今後詳しい

野外調査による地質構造の解析はもちろんであるが、微化石や放射年代を含め

た、より詳細で精度の高い年代決定が必要で、ある。

III. 1 仁頃層群

寺岡ほか (1962) 、山田ほか (1963) による命名、常日帯研究グループ (1984)

の再定義による。仁頃層群は玄武岩質溶岩類と火山砕屑性堆積岩類を主とし、

チャート・石灰岩・酸性凝灰岩とそれらを、喋汐として含む砕屑岩を伴う。こ

れらは、沸石相から、ブドウ石 パンペリー石相、アルカリ輝石一緑泥石相、

パンペリー石ーアクチノ閃石相までの変成作用を受けている (Sakakibara ， 1986) 。

隣接する「サロマ湖」、「端野」、「生田原」の各図幅地域に広く分布する。「遠軽」

図幅地域では、南東隅の部分に段丘堆積物に覆われてわずかにその分布が推定

されるのみである。この南側に位置する佐呂間町富丘の露頭での観察では、こ

の仁頃層群は赤色チャート岩塊を挟む破砕した緑色岩類を主としている。

仁頃層群は、上部白亜系~古第三系暁新統(岡村・木村、 1989 ;秋山ほか、
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1990) の佐呂間層群に不整合に覆われ(常日帯研究グループ、 1984) 、湧別層群

とは断層で接する(サロマ断層:高橋・松田、 1936 :KiminamiandKontani ,

1979) 。隣接地域での研究によれば、仁頃層群のチャートやチャート石灰岩互層

からは、ジュラ紀新世のオックスフォーデアン上部からキンメリッジアンない

しチトニアン(一部は中世のカロビアン? )、および前期白亜紀ベリアシアンか

らパランジニアン(一部はアプチアンまで?)の放散虫化石群集が報告されて

いる(岩田ほか、 1983 :君波ほか、 1983 ;中世古ほか、 1987 :榊原ほか準備中)。

また、緑色珪質泥岩からは、後期白亜紀(詳細な年代は不明)の放散虫化石(田

近・岩田、 1987) 、赤色泥岩からは同じく、コニアシアンの群集が発見きれている

(榊原ほか、準備中)。以上の点から仁頃層群を構成する各岩相の堆積時代はジ

時 イ吃 そLム玉」 相
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第 8 図

仁頃層群の岩相と地質時代

の関係.

出典は本文参照.
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ュラ紀末~白亜紀後期で、特に砕屑岩の堆積時代の上限は白亜紀後期(少なく

とも、コニアシアン)まで上がるものとみられる(第 8 図)。

なお、本図幅に示した仁頃層群の分布は、「生田原」図幅(山田ほか、 1963)

や、「サロマ湖及び三里番屋」図幅(黒田・寺岡、 1964) に示された仁頃層群輝

緑凝灰岩の本体の分布とは、仁頃層群の砂岩・頁岩ときれた地層を間に挟んで、

かなり離れて孤立した分布を示す。両者の聞の砂岩・頁岩は現在では佐呂間層

群と考えられている(常呂帯研究グループ、 1984) ことから本地域の仁頃層群

は、仁頃層群分布域と湧別層群分布域との聞の断層群に挟まれた小規模なスラ

イス状岩体である可能性が強い。

III. 2 湧別層群

高橋ほか (1936) 、高橋・松田 (1936) の命名による「湧別層」に相当し、橋

本亘 (1958) の再定義による。湧別層群はNNE-SSWから N-Sの一般走向を示

すタービダイト性の砂岩・泥岩を主とし、喋岩、酸性凝灰岩、および赤色泥岩・

緑色泥岩を伴う。この地層は佐呂間湖南東岸から留辺薬にいたる東西幅約25km、

南北約40kmの地帯に分布し、本地域の中央から東部の大部分はこの地層の分布

によって占められる。ジュラ系~上部白亜系の仁頃層群とは断層で接すると考

えられる(高橋・松田、 1936 ;KiminamiandKontani , 1979) 。

この図幅ではこれを見掛け上、下位より、熊ノ沢層(新称)、向遠軽層(新称)、

豊里層、安国層、旭野層、上芭露層、大成層、瑞穂層、若佐層、および中園層

の10 r累層」に区分して記述する。

Hし 2. 1 層序についての考え方

湧別層群の分布域の露頭条件は極めてわるいこと、またこれらが急立した構

造をもっ単調な砂岩泥岩互層を主体としているため、その層序については、地

質構造の解釈の違いによって様々な異論がある(第 9 図)。

高橋・松田 (1936) 、長尾 (1962) は湧別層群が数100m-数kmの波長の閉じた

摺曲構造をとると考えた。高橋・松田 (1936) は具体的な層序は示きなかった

が、長尾 (1962) は本地域北隣の「上湧別」図幅地域で、下位より芭露層、ポ

ンサル層およびオンネナイ層の 3 累層に区分した(第 9 図a) 。これと類似した

見解は木村(1980) も示している(第 9 図b) 。これは湧別層群(佐日間層群に

ウ
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一括している)が、分布域の中央部でNNE-SSW性の軸を持つ向斜構造をとる

とするものである。この見解では、本地域の中央東部付近に湧別層群の最上部

の地層が分布することになる。一方、本地域南隣の「生田原」図幅地域を検討

した山田ほか (1963) や、寺岡ほか (1973) は、一部転倒構造や小摺曲はあるも

のの全体としては、整合一連の地層が東上位の同斜状構造をとるとして、安困

層から中園層に至る 8 累層に区分した(第 9 図c) 。この見解はKiminami and

Kontani(1979) 、君波ほか(1 983) など多くの研究者に受け入れられた。 Iwata

andTajika(1986) も、この立場から、本地域南部で安困層の下位に豊里層を認

めている。

詳細な野外調査によれば、湧別層群は、局部的に数 m- 数10m オーダーの波長

を持つ閉じた小摺曲を含むものの、全体としてターピダイトの堆積構造は東に

向かつて正順位を示し、見掛け上、同斜状構造を示す。しかし詳しくみると、

層面に平行な断層を介して、下位より赤色泥岩:緑色泥岩→タービダイトが繰

り返して分布するという規則性がある(紺谷ほか、 1986 :田近、 1988) 。また東

側の大成層の放散虫化石群集が見掛けの下位にあたる旭野層や豊里層の群集よ

りも古いらしいこと(田近、 1988) などから、少なくとも湧別層群の東半部(見

掛けの下半部)は、東側上位の地層層序ユニットが走向性断層によって繰り返

す覆互状構造をとる可能性が強い(紺谷ほか、 1986 :榊原ほか、 1986 :田近、

1988) (第 9 図d) 。本図幅は基本的にこの様な立場で記述しているが、層序の確

立については以下のような難点がある。i)湧別層群を構成する最も主要な岩相

であるターピダイトおよび粗粒岩相からは、ほとんど時代決定に有効な微化石

の産出がない。ii)湧別層群が属するとみられる白亜紀最末期から古第三紀暁新

世の、特に中緯度~ボレアル地方での放散虫化石年代のスタンダードが十分確

立していないため相互の対比が難しい。加えて、 iii) 露頭条件が悪いことなどで

ある。このようなことから、現状では厳密に層序を再構成して示すことは難し

い。そこで本図幅では湧別層群を構成する各岩相を説明し、それらの見掛け上

の層序を記述することにする。したがって、本層群で用いる r( 累)層」という

呼称は、厳密な意味での層序区分ではなく、岩相ユニットに対する呼称であり、

同ーの地層や、あるいは異なった時代の地層の構造的な複合体を含んでいる可

能性がある。
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Hし 2. 2 岩相の記載と岩相の組合せ

湧別層群は砂岩・暗灰色泥岩の互層を主とし、喋岩・赤色~緑色泥岩・凝灰

岩を伴う。砂岩は暗灰色~緑色を呈する石質ワッケである。岩片としては安山

岩質の火山岩・凝灰岩が多く、砕屑粒子の70vol.%以上を占める(第10図:

KontaniandKiminami , 1980) 。喋岩・含喋砂岩の礁は亜円形~円形を呈する

細喋~中喋で、砂岩泥岩の他にチャート・安山岩・玄武岩・深成岩類などから

なる(第11図)。

磯岩、砂岩および泥岩は様々な量比で互層しており、i)級化層理の発達する

場合が多い、ii)完全ないし不完全なBoumaシークエンス (Bouma ， 1962) が

認められる、 iii) 砂岩・含磯砂岩・喋岩には泥岩や互層のリップアップクラスト

(r剥ぎとり岩片J ;rip-upclast) が含まれる、 i v) 砂岩単層の基底はシャーフ。

なものが多い、 v) 含喋砂岩・磯岩の基底には侵食構造が認められる、などの

特徴を示す。これらの特徴は堆積物重力流 (Middleton andHampton , 1973) に

より形成きれた堆積物の特徴に一致する。したがって、これらの砕屑岩類の大

部分はターピダイトとそれに伴う粗粒砕屑物と考えられる。露頭レベルでの岩

相の分類として、これらをi)喋岩、 ii)含磯砂岩、 iii)塊状砂岩、 iv) 厚層理砂岩泥

岩互層、 V) 薄層理砂岩泥岩互層、 vi)泥岩、 vii)スランプ相、の 7 つの岩相に区

分した。また、赤色~緑色の細粒堆積岩類・凝灰岩については、 viii) 緑色泥岩、

ix) 赤色泥岩の 2 つの岩相に区分して記載する。

石英

o~勇別層群(サロマ湖周辺)

• 5勇別層群(サロマ湖周辺)

A 湧日IJ層群「上部層 J('生田原」地域)

企湧別層群「下部層J(r生田原」地域)

長石

由 討。う歩・ a
ヤり恥・~\岩片

第10図

湧別層群の砂岩の砕屑物組成.

Kontani andKiminami(1 980) による.
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示すことがある。撲のインブリケーションは不明瞭で、ある。Walker( 1978) のClast

supportedConglomerate に相当する。

ii) 含機砂場:厚き 1m 以上で、 10 数mに及ぶ。淘汰不良の粗粒砂岩に細聖書~中

磯サイズの円機-~円機と多量まのリップアップクラストが散在する。基底は研

理署で、特に厚いもの( 5m 以上)では下位層を数 m削りこんだ明瞭な侵食構造が

観察できることがある(第 13 図)。磯が全体に数在する塊状 (massive) の場合と、

弱い級化構造を示す場合がある。 Walker (1978) のPebbly Sandstoneに相当す

る。

iii) 塊状砂場:厚 ~60cm-10m 前後の塊状 (massive) の中粒~粗粒砂岩で、ま

れに最上部に不明瞭な級化構造や平行葉理を示す。厚いものでは一般に層理の

癒着 (amalgamation) が認められる(第 13 回)。径数服~数 em のリップアップク

b

。
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第 13図 含聖堂砂岩・塊状砂岩の重量状(若佐層 L

佐呂間町若塁の町道切り害11.
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ラストが認められる場合がある。層理の癒着により下底が不明瞭な場合と、侵

食面をもって互層の上位に発達する場合がある。ほぽWalker (1 978) のMassive

Sandstoneに相当する。

iv)厚層理砂岩泥岩互層: (以下厚層理互層と略記する)厚き 10cm- 1mの砂

岩層と 1 -3emの泥岩層とからなる砂岩がち互層である(第14図)。砂岩は中粒

で、 BoumaシークエンスTadを示すものが多く、 Ta-e も認められる。砂岩の下

底面はシャープである。 Walker andMutti (1 973) のProximal Turbidites に

相当する。

v) 薄層理砂岩泥岩互層: (以下薄層理互層と略記する)厚き 20em 以下、普通

5em内外の砂岩層と数em-10数emの泥岩層からなる泥岩がち互層である(第15

図)。砂岩は中粒~細粒で、平行葉理、斜交葉理がよく発達する。 Tb-e、 Tc-e

タイプが最も多く、まれにTa-e も認められる。砂岩の下底面、一般に明瞭で、

Paleodicかon sp. などの Nerites 相の生痕が認められる。 Kiminami andKontani

(1979) は、この岩相の一部に底層流による堆積物が含まれていることを指摘し

第14 図

厚層理砂岩泥岩互層(瑞穂層)，

サロマ湖岸，月見ヶ浜.

第15 図

薄層理砂岩泥岩互層(瑞穂層)，

サロマ湖岸，月見ヶ浜.

スケール 30cm.
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ている。大部分はWalkerandMutti (1 973) のDistal Turbiditest こ相当するも

のと考えられる。

vi)泥岩:暗灰色のシルト岩~粘土岩質泥岩からなる。一般に片理はないが、

露頭ではスレーキングしやすい性質をもっ(第 16 図)。厚き 3cm 以下で、水平的な

連続性に欠ける細粒砂岩や、細粒砂による不明瞭な平行葉理や小規模な斜交葉

理が認められることが多い。鏡下では、主として斜長石、石英などのシルトサ

イズの陸源砕屑粒子が普遍的に認められる。

第16 図 暗灰色泥岩(大成層)の産状.

スケール 1 ID. 志露峠東側.

vi i)スランプ相:上述の薄層理互層や厚層理互層が、スランピングにより変形

した岩相である。初生的な岩相の成層構造をほとんど残きないホ含喋泥岩'状

のものと、摺曲構造を示すものがある。前者は泥岩基質中に砂岩の亜角~不定

形の磯(径数 cm- 2m) を乱雑に含むもので、厚きは普通 5 -10m、一部に 150

mのものがある。後者は、普通10m以下の厚きである。

viii)緑色泥岩:暗緑色ないし淡緑色を呈する泥岩(一部珪質)を主とし、細

粒酸性凝灰岩および赤色泥岩としばしば薄互層をなす。緑色泥岩にはその鏡下

の特徴から 2 つのタイプが認められる。第 1 のタイプ (G1タイプと呼ぶ)はシ

ルトサイズ以上の陸源砕屑粒子をほとんど含まない珪質粘土岩で、鏡下で量比

15-50%の放散虫化石を含む(第17図)。まれに0.2XO.02mm-0.05XO.Olmm の

長柱状斜長石が認められる。基質は O.Olmm 以下の細粒珪長質鉱物と粘土鉱物(イ

ライト)である。粘土鉱物には弱い定向配列が見られることがある。第 2 のタ

イプ (G2 タイプと呼ぶ)は火山方、ラス、陸源砕屑粒子、および放散虫化石が様々

な量比で入り混じったシルト岩質泥岩である。一般に濁汰が不良で、極細粒砂な
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第17図

珪質粘土岩(含放散虫)の顕微鏡写真.

縦の長さ 1.8mm. (平行ニコル)

第18図

酸性凝灰岩の顕微鏡写真.

縦の長さ 1.8mm. (平行ニコル)

いしシルトサイズの陸源砕屑粒子が数%-50%前後を占める。基質は細粒珪長

質鉱物で、砕屑粒子の多い部分、放散虫化石の多い部分、さらに火山ガラスに

富む部分が、 mmオーダーでラミナを形成する場合がある。砕屑粒子は斜長石が

多く、石英、オパサイト化した火山岩片、黒雲母を伴う。斜長石は自形長柱状

あるいは短柱状でアルバイト双晶を示すものや、円磨され亜角形を呈するもの

が多い。酸性凝灰石は濁汰の良い細粒火山ァゲラス破片を主とし、長柱状斜長石

(長径O.lmm前後)、斜長石を含む火山庁、ラス片、および少量の黒色不透明鉱物

を伴う(第四図)。しばしば長径O.lmm前後のフレーク状黒雲母を含む。まれに

やや不明瞭な平行ラミナが発達することがある。火山方、ラスは径最大0.3mm、普

通0.05mm前後で、一般に脱ハリ化し、微粒 (O.Olmm以下)の珪長質鉱物や淡緑

色ないし無色の粘土鉱物に置換されている。なお酸性凝灰岩の薄層は砂岩泥岩

互層中にも数em-数10emの厚きで、はさまれることがある。

ix) 赤色泥岩:赤灰~茶灰色を呈する粘土岩 (RIタイプ)およびシルト岩質

~凝灰質泥岩 (R2 タイプ)からなる。 RIタイプは一般に勢断作用を受け著しい
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鱗片状のへき開が発達し、初生的な堆積状態を示きない(第19図)。まれに長径

5-30cmのやや硬質の赤色粘土岩のブーテホイン(マン方、ン酸化物の皮殻をもつも

のもある)や団塊状ないし一部網状の二次的なマンカツ酸化物が含まれる。鏡

下観察によれば、赤色粘土岩はシルトサイズ以上の陸源砕屑粒子をほとんど含

まない。まれに数vol.%の放散虫化石や径0.07-0.04mm の粘土鉱物化した火山ガ

ラス片(?)が認められる。基質は塵状不透明鉱物(赤鉄鉱)、粘土鉱物(イラ

イト)および、微品質の珪長質鉱物よりなる。

硬質でレンズ状を示す赤色粘土岩には径 0.6-0.2mm の球頼状菱マン方、ン鉱(第

20 図)や、長径 0.5mm 前後、幅 O.lmm 程度の長柱状~くさび状の重品石が密集し

て含まれる場合がある(第 21 図)。球頼状菱マンガン鉱は、中心部から放射状に

配列した針状結晶からなり、粒子の周縁にはしばしば不透明鉱物が集中する。

重品石は、しばしば明瞭な十字双品をしめす灰十字沸石( ?)の仮像を示すこ

とがある(第22図)。また、マン方、ン酸化物は菱マンガン鉱の球頼を交代したよ

うな0.5-5mmの球頼~楕円体状のバーネサイトの集合体を主としており、産状

第 19図

赤色泥岩(旭野層)の産状.

鱗片状へき聞を示す.

西芭露，町道ぞい.

第20図

赤色泥岩中の菱マンガン鉱の

顕微鏡写真.

縦の長さ1. 8mm. (直交ニコル)
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第21図

重晶石・菱マンガン鉱の顕微鏡写真.

柱状鉱物が重品石，放射状鉱物は菱

マンガン鉱.

縦の長さ1. 8mm (直交ニコル)

第22図

赤色泥岩中の灰十字沸石(?)仮像

の顕微鏡写真.

縦の長さ1. 8mm.

とその化学組成の特徴から熱水起源のものと考えられている(榊原ほか、 1989) 。

R2タイプの赤色泥岩は上述のG2タイプの緑色泥岩と同様の組織を示すものであ

る。赤色泥岩およびマンカツ酸化物の化学分析値を第 2 表に示す。

赤色泥岩のうちR1タイプのものについては、主要元素・鉱物組成などから大

洋底~海溝近傍の遠洋性~半遠洋性堆積物(田近、 1988) 、あるいは海溝に近い

大洋底もしくは縁海のような比較的陸に近い海洋底から陸側斜面の聞の半遠洋

性堆積物(榊原ほか、 1989) と考えられている。微量元素組成(未公表資料)

や産状からみて、海溝あるいはその周辺の半遠洋性堆積物と考えるのが妥当で

あろう。

以上の各岩相は厚き数10m-数100mオーダーの様々な岩相の組合せを示して

出現する。そのうち、よく見られるのはi)泥岩を主とし薄層理互層をときに介在

する泥岩質の組合せ、 ii) 赤色~緑色泥岩あるいは泥岩に始まり薄層理互層、厚

層理互層ないし塊状砂岩へと上方に向かつて粗粒化・厚層化する組合せ(第23

図a) 、およびiii) 含喋砂岩~磯岩あるいは塊状砂岩を基底とし、厚層理互層ある

ウ
iq

L



第 2 表 赤色泥岩・緑色泥岩・マンカツノジュールの化学組成

田近(1988)(泥岩)および，榊原ほか(1989) (マンガンノジュール)より引用.

赤色泥岩(RI) 赤色泥岩(R2) 緑色泥岩(G2)
マンガン
ノジュール

En600 Enl31 En605 En609 En614 En613

SiOz 62.54 62.35 62.96 63.73 60.35 60.02 7.38

TiOz 0.65 0.61 0.58 0.66 0.83 0.80 0.06

Alz03 16.78 16.05 16.70 15.65 17.28 16.09 1.62

l:Fezo3 6.26 7.02 6.54 6.93 1.38

FeO 0.57 0.36

Fez03 6.06 6.77

MnO 0.29 0.30 0.29 0.16 0.20 0.08 65.09

MgO 2.20 1.97 1.94 1.63 1.83 2.19 0.33

CaO 0.59 0.73 0.25 0.47 0.17 0.99 1.30

NazO 1.05 1.53 1.51 1.35 1.07 1.73 0.10

KzO 3.19 3.95 4.04 4.22 5.03 4.08 0.74

PzOs 0.06 0.14 0.26 0.07 0.19 0.12 0.27

L.O.I 6.51 5.35 5.77 5.94 5.21 6.94

total(%) 100.12 100.00 100.93 100.42 99.29 99.97

Co(ppm) 39 50

MnO/TiOz 0.45 0.49 0.50 0.24 0.21 0.10

Co/TiOz 67X10-4 60X10-4

いは薄層理互層へと繰り返して全体として上方に細粒化・薄層化する砂岩質な

組合せ(第23図b) である。これらの組合せは、海底扇状地モデル(例えばWalker

andMutti , 1973) のi)海盆平坦面、ii)外縁扇状地~舌状堆積体、および内部~中

部扇状地の各岩相の組合せに似ている。湧別層群全体でみるとこれらは見掛け

上、泥岩質の組合せから砂岩質の組合せへと変化する上方組粒化・厚層化の大

サイクル(厚き 2 -3km) を示し、特に、水下半部II (西側)の熊ノ沢層から上

芭露層までは明瞭で、ある(第24図)。ただし、これらは層面に平行な断層によっ

て構造的に繰り返している可能性もある。これに対して、、上半部汐(東側)は

大局的に上方組粒化の傾向があるが 1 サイクルの厚きが4-5km と厚く、さらに

単調な砂岩泥岩互層が広い範囲に広がっている点でホ下半部グとは趣を異にす

る。一方、岩相の側方変化を見ると、局部的な例外はあるが全体としては北に

むかつて細粒化・薄層化する傾向がある。

- 28-
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IIし 2. 3 熊ノ沢層(Yku) (新称)

上湧別町熊ノ沢の林道を模式地(第25図1)とし、「中湧別」図幅地域の中の

沢川、東ノ沢川上流(第25図 2 )を副模式地とする。この地層は「中湧別」図

幅(長尾、 1962) の「ポンサル層」および「芭露層」の一部に相当する。しか

し、「ポンサル層」は本来紋別市北西の「興部」図幅地域沙留川流域の頁岩層に

対して使われだ名称、で(長尾、 1958、 1960) 、本地域とは分布地域も離れており、

岩相の類似性だけで両者を同一名称で呼ぶのは混乱を招くと考えられる。また

「興部」図幅(長谷川・魚住、 1975) は、これを瑠橡層 B層と呼んでいる。し

たがって、本図幅では中湧別地域の「ポンサル層」を含め、新たに熊ノ沢層と

呼ぶことにする。

熊ノ沢層は「中湧別」図幅地域の中ノ沢川流域から本図幅富美川支流熊ノ沢

川、および南ノ沢川流域を経て、開盛付近まで南北に帯状に分布する。南部で

は新第三系の火山砕屑岩類におおわれ、露出も悪い。湧別層群の見掛け上、最

下位の地層にあたり、向遠軽層とは断層で接する。

本層は、主として、塊状の暗灰色泥岩と薄層理砂岩泥岩互層からなり、厚層

理互層・酸性凝灰岩薄層を伴フ。泥岩は暗黒色~アメ色を呈する珪質な部分を

伴うことがある。一部に長径10-30cmの石灰質団塊を含む。町界林道では薄層

理互層にはしばしば膨縮構造が認められ、一部に波長 5 -10mのスランフ糟曲が

発達する。厚層理互層の砂岩にはまれに炭質物の微片からなるラミナが認めら

れることがある。熊ノ沢では淡緑色凝灰岩~凝灰質泥岩の転石が見られ、泥岩

中にはこれらの薄層が含まれるものとみられる。

層厚は町界林道で約600m、南ノ沢で、は 1000m以上と推定される。

Hし 2. 4 向遠軽層(Ymu ， ec) (新称)

遠軽町向遠軽の生田原川ぞい、および同町学田の湧別川右岸を模式地とする。

本層は Iwata andTajika(1986) 、紺谷ほか (1986) の豊里層下部層、田近 (1988)

の r I 帯」、「中湧別」図幅(長尾、 1962) の「オンネナイ層」に相当する。な

お、「オンネナイ層」は前項の「ポンサル層」と同様の問題がある。

本層は遠軽町向遠軽、弥生、遠軽市街地周辺および上湧別町札富美付近の湧

別川左岸の山地に分布する。この地域は新第三系~第四系が広く分布するため

露頭条件は悪く、上湧別西方山地には主として本層のホ下部ぺ向遠軽付近には

可
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4
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第26図 柱状図作成ルートの位置.

Ba- ， En一， REn一， EYーの各番号は主な放散虫化石産地(III .2.13参照).

主としてれ上部かが分布するものと考えられる。見掛けの下位にあたる熊ノ沢

層とは断層で接する。

本層は主として、塊状砂岩・厚層理互層・含喋砂岩からなり、薄層理互層・

喋岩を伴う、砂岩質の組合せからなる。露出が悪〈上湧別西方山地の、下部グ

については明瞭で、はないが(第25図)、上部グでは喋岩・含喋砂岩あるいは塊状

砂岩を基底とする上方細粒化・薄層化サイクルが明瞭で、さらに全体として上

部で細粒部の割合が多くなる傾向がある(第27図)。

喋岩は数10m-数mの厚きで向遠軽付近に少なくとも 3 層分布し、堆積岩・火

山岩・珪質岩・深成岩の円礁・亜円礁から構成される。含喋砂岩や塊状砂岩は
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暗緑色の中~組粒砂岩で、しばしば径数mmの炭質物微片を含む。学田付近の湧

別川右岸では厚き最大 4 mmのラミナ状の石炭薄層が認められる。リップアップ

クラストは最大径25cmで、ホ上部グでは、泥岩・砂岩の他に緑色泥岩・凝灰岩・

赤色泥岩の角喋が多いが、ホ下部グの上湧別東方では、泥岩・砂岩・石灰質団塊

の亜円喋~亜角礁からなり、赤色泥岩や緑色泥岩が含まれることはない。塊状

砂岩や厚層理互層は、しばしば破砕きれ、角喋状を呈し、沸石類や方解石の細

脈が基質にネットワーク状に発達することがある。薄層理互層中には径数10cm

の団塊(コンクリーション)を含むことがある。

岩相の組合せからこれらは中部~内部海底扇状地あるいは非扇状地性チャネ

ル~チャネル聞の堆積物と考えられる。

見掛けの厚きは、上湧別西方の山地で、2000m以上、向遠軽で、約1500m以上、全

体としては、 3000m以上で、ある。

III. 2. 5 豊皇居 (Yto ， tv)(再定義)

遠軽町豊里付近の生田原川ぞいを模式地とする。 Iwata andTajika(1986)

の「豊里層」は安困層の下位の地層として命名されたが、上部、下部で著しく

岩相を異にするため、その「上部層」に限って豊里層と呼ぶことにする。紺谷

ほか (1986) の「豊里層上部層」、田近 (1988) の rn 帯」に相当する。

豊里層は中湧別東方の五鹿山から本図幅地域の上湧別市街地東方、中土場、

芭露峠西麓、馬産川、および豊里まで一部断層によってずれながら、ほぼ南北

に帯状に分布する。弥生付近より北では一部新第三系に覆われた丘陵地のため

露出は悪い。南方および北方の延長部は第四系におおわれて不明で、ある。本層

は、向遠軽層の見かけの上位(東側)に断層を介して発達する。

本層は赤色泥岩あるいは緑色泥岩を基底とし上方に向かつて、泥岩、薄層理

互層、厚層理互層あるいは塊状砂岩へと粗粒化・厚層化する厚き 80-250m のサ

イクルからなる(第 28 図)。また一部にスランプ層を伴う。しばしば層面にほぼ

平行な断層が発達する。この断層は特に赤色泥岩・緑色泥岩の基底部に多く、

このサイクルの少なくとも一部は構造的な繰り返しの可能性がある。、最下部か

の分布する向遠軽の生田原川ぞいの露頭では、緑色泥岩・砂岩のレンズと鱗片

状泥岩の基質からなるメランジェ様の勇断帯が見られる。

砂岩の一部には径数 mm の緑色泥岩のクラストや炭質物を含むものがある。
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(赤色泥岩) O~~~2m

第29図 赤色泥岩・緑色泥岩の産状(皇室里!弱).

芭露lit争西麓の土取りま義南側の露頭.

緑色泥岩層は普通数m-50mの厚きで 5-8 層認められる。なお南部の馬産)II

や生同原川i付近では見かけ上数100mの厚さを示す。緑色泥岩の下位にはしばし

ば赤色泥岩 (R1) が発達し、緑色泥岩中にも赤色泥岩 (R1およぴR2タイプ)をは

さむことがある。赤色泥岩や緑色泥岩は鱗片状のへき開を示し、緑色泥岩の珪

質部や砂岩をブロック状に含んでいる(第四国)。芭露峠西麓の土取り場や生岡

原川ぞいの露頭でみると、層状の縁色泥岩は数m-10数mの波長の非対称摺曲を

していることが多い。数100mの厚さを示す緑色泥岩層はこのような祷曲によっ

て見かけ上厚くなっているものとみられる。

スランプ。!震は泥岩の中に最大20cmの厚さの砂岩のレンズが、墨を流した様に

入り混じるもので、生田原)I I ぞ、いで見られる。

砂岩の量は、 I'，音~!I に向かうて多くなり、水王子的には南側に多く、北部の i二

湧別東方の山地では全体として泥岩・薄層理五層が優勢になる。本層は後述の

安悶層とセットとなる上方組粒化の大サイクルの r下部'にあたり、岩相の組

合せなどから海盆平戸今回および外縁(海底)扇状地の堆積物と推定される。

見かけの金層1自立1800-2000mである。
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III. 2. 6 安国層(Yya ， ym , yc , yv)

山田ほか (1963) 命名による。寺岡ほか(1 973) 、紺谷ほか (1986) の「安国

層」、 Iwata andTajika(1986) 、田近 (1988) の IIII 帯」にほぼ相当する。模

式地は生田原町安国付近。本図幅地域では遠軽町向遠軽と湧別町西芭露を結ぶ

月見峠付近に模式的に分布する。北より上湧別町ヌッポコマナイ川上流、湧別

町ポン川上流、同上松沢、月見峠そして模式地まで、ほぽ層理と平行な方向で

帯状に分布する。模式地からポン川上流地域までは比較的露頭条件は良〈、北

に向かつて露出は悪くなる。、下位。(西側)の豊里層とは断層で接する。

安困層は主として、塊状砂岩・厚層理互層からなり、含喋砂岩・喋岩・薄層

理互層・緑色泥岩・赤色泥岩・スランプ層を伴う。全体として、見掛けの下位

(西側)から上位(東側)にむかつて粗粒化する傾向があり、水平的には北に

向かつて、細粒の岩相が優勢となる(第 30 図)。芭露峠から上松沢にかけての地

域では、本層のホ下部かは赤色泥岩・緑色泥岩に始まり薄層理互層、厚層理互

層、塊状砂岩と相前後しながら、全体として上方に組粒化・厚層化する(厚き

第31 図

安国層含喋砂岩の産状.

左(西側)より塊状砂岩(明

色)→薄層理互層→含磯砂岩・

塊状砂岩(中央暗色)→薄層

理互層と変化する.

西芭露，上松沢の道々ぞい.

第32 図

塊状砂岩と薄層理互層.

西芭露，上松沢の道々沿い
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約1000m) 。このユニットの内部にも 100-150mの厚きの、上方粗粒化堆積サイ

クルが認められる。見掛けの上部は、これとは逆に含喋砂岩、塊状砂岩、厚層

理ないし薄層理へと、細粒化、薄層化する堆積サイクルが認められる(第31 ・

32図)。このサイクルは厚き 20-60mの小オーダ一、および:'100-250mの中オー

ダーの各サイクルからなり(第23図b) 、全体として約700mのホ層厚汐をもっ。

なお、上方細粒化サイクルの 1 サイクルの基底には層面に準平行な方向の勇断

帯が発達する(第33図)。

上方組粒化・厚層化サイクルは北方のポン川、本間沢左支流まで、北方に良

〈発達するのに対し、南方の月見峠付近や生田原川付近で、は200m以下と薄くな

る。これに対して含喋砂岩を含む砂岩質の上方細粒化・薄層化サイクルは、南

方の月見峠付近で厚く、上松沢から北方のポン川にかけて、しだいにその厚き

を減ずる。北部のヌッポコマナイ川や本聞の沢川上流では露出が悪くその堆積

状態ははっきりしないが、全体として泥質となり、泥岩・緑色泥岩・赤色泥岩

をはさむようになる。紺谷ほか (1986) によれば安困層を含む湧別層群、下部

層。の古流系は本地域の南方の「生田原」図幅地域では東からの側方流が卓越

するとされている。厳密な議論には詳細な古流向の検討が必要で、あるが、おそ

らく粗粒堆積物を主とする上方細粒化サイクルは(内部-)中部海底扇状地の

チャネル~チャネル間堆積物に相当し、互層を主とする上方粗粒化サイクルは

中部~外縁扇状地で堆積したものだろう。

東

第33図 安困層の含喋砂岩層の産状.

基底部に勇断帯が形成きれている.月見峠東麓，林道の露頭.
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本層を構成する磯岩・含喋砂岩・塊状砂岩には砂岩・泥岩の他に緑色泥岩・

酸性凝灰岩のリップアップクラストが多く、赤色泥岩のクラストを含むことも

ある。また砂岩には沸石類の細脈がネットワーク状に発達することがある。本

層最下部の赤色~緑色泥岩はG1' R1タイプのものが多いが、、上部グおよび北

部のヌッポコマナイ川や本聞の沢川上流に分布するものはG1(-R2) タイプでと

くに凝灰岩の割合が大きい。なお、上松沢北方の尾根の林道ぞいには、上位の

含磯砂岩層に削剥きれ残ったとみられる緑色泥岩層が分布している。

本層の見掛けの厚きは月見峠南方で、約1800m、西芭露付近で、約1700m、上湧別

市街東方の山地で"1000m以上で、ある。

III. 2. 7 旭野層(Vas ， S5 , 5V)

山田ほか (1963) の命名。寺岡ほか (1973) 、紺谷ほか (1968) 、および :Tajika

andIwata(1986) の旭野層、田近 (1988) の 'IV 帯」に相当する。模式地は生

田原町旭野付近。本図幅地域では湧別町西の沢川上流と中の沢川上流から西へ

のびる町有林道で模式的にみられ、更に北方の西芭露、ポン JII 、および本聞の

沢まで、 NNE-SSW 方向に帯状に分布する。分布地域は丘陵地が多く、露出は

北方ほどわるい。本層、最下部汐の赤色泥岩はホ下位'の安困層の塊状砂岩あ

るいは薄層理~厚層理互層と層面に準平行な方向の断層を介して接する。

旭野層は主として薄層理互層・厚層理互層からなり、含喋砂岩・塊状砂岩・

緑色泥岩・赤色泥岩・スランプ層を伴う。全体として見かけの下位からホ上位。

にむかつて粗粒化する大サイクルの一つをしめす。側方には北に向かつて細粒

の岩相が優勢になる(第 34 図) 0 ，\下部汐は下位より赤色泥岩・緑色泥岩、薄層

理互層、厚層理互層ないし塊状砂岩へと変化する上方粗粒化・厚層化ユニット

の繰り返しからなる。このサイクルは、北部の芭露西 2 線沢、ポン川下流、本

間沢では露出が悪いこともあって不明瞭で、あるが、西芭露では少なくとも 3 回

認められる。ホ上部グには、下位より含喋砂岩、塊状砂岩そして薄層理互層へと

変化する上方細粒化・薄層化をしめす砂岩質の組合せの繰り返しが認められる。

この組合せは、安困層のそれに比べて薄層理互層部が厚いという特徴をもっ。

砂岩質の岩相の繰り返しからなる部分は、南部の中の沢の町有林道で‘は約900m

の厚きがあるが、北部の芭露14線沢では 150m前後となる。

含喋砂岩はリップアップクラストの量が60-70vo1. %と多く、チャート・火山
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岩の円草壁や班円礁は径 2 em以下の綱礁が多い。中の沢川左岸の山地では I} ップ

アップクラストとして緑色泥岩のしめる割合が大きい。緑色泥岩は北部てすま比

較的上部にも発達することを考慮すると、中の沢付近ではホ上部かの緑色泥岩

の大部分は含磯泥岩層によって削剥きれているものとみられる。

赤色泥岩・緑色泥岩は厚さ数m-50mで、相対的に県下部グのものにRI-Gl

タイプがある他はG2-R2タイプである。これらの下底部にはしばしば勢断帯が

発達する(第35図)が、一部には明らかに後生的な岩繋クリープ性の断層も見

し十~m
マンガン叡化物

第35凶 菱7ンガン鉱を含む赤色泥岩の露頭.

赤色泥岩は努断作用を受It，鱗片状へき開が発達する.

マンガン酸化物は菱マンカ伶ン鉱を交代して， クラストないしネント

ワーク状に発達する.凶巴露.

J1/

，り

9jB

<

i
一一一ー西東ー一一也

一図…
回鴨川 白砂岩 臼ド一一一白什周瓶帰1目軍咽薗酌酎iυ，叩j

第3お6凶 是務ま哲稔書ク!リj 一フブ@を受 lけ?た亦色j泥足岩.緑色;泥尼岩.

いずれも R2， G2タイプで，層荷にそって岩盤クリープ牲とみられる

、断層。が発達する.商の沢川上流，町右林道の尾紋付近.
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第37図

小摺曲をしめす薄層理互層.

西一東芭露聞の尾根越え町道の切り割.

られる(第36図)。なお、 III. 2. 2 に述べたマンガン炭酸塩鉱物を含む赤色泥

岩は本層の、下部汐に相当する西芭露の町道・道道分岐点から南南西へ約 2.5km

の地点で観察される(第 35 図)。

局地的なものと考えられるが、西芭露一東芭露の尾根越え道路ぞいの薄層理

互層は数 m- 数10m オーダーの波長のスランプ( ?)摺曲が発達する(第37図)。

本層の堆積環境はほぼ、豊里層~安困層と同様の海盆平坦面~外縁ないし中

部海底扇状地的な環境とみられるが、岩相構成や層厚から規模はそれよりやや

小さかったものと推定きれる。

本層の見かけの厚きは、中の沢川~西の沢川上流で約1600m、芭露西 2 線沢よ

り北では約1350-1400mで、ある。

III. 2. 8 上芭露層(Yka ， ks , kc)

IwataandTajika (1 986) の命名。模式地は湧別町上芭露市街地周辺の芭露

川沿いと東側の志露峠にいたる町道ぞいである。「生田原」図幅(山田ほか、 1963)

および寺岡ほか (1973) の「旭峠層」・「二線層」に相当するが、露出が悪い上

に岩相も変化し、両層の区分が困難なため両層を一括して上芭露層と呼ぶ。

KiminamiandKontani(1979) の湧別層群下部累層の一部に相当し、田近 (1988)

の rv 帯」にほぼ相当する。芭露川とその支流の中の沢川・東の沢川の流域に

幅広く分布する。水下位グ(東側)の旭野層とは一部断層関係で接するが、露出

が悪く詳細は不明で、ある。境界は旭野層のホ最上部グの含喋砂岩・塊状砂岩が

薄層理互層主体の地層へと移り変わる部分においた。後述のように本層の分布

地域の一部には比較的規模の大きな勇断帯が認められ、本層は 2 つの構造的な

ユニットからなる可能性もある。
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本層は薄層理互層~厚層理互層を主体とし、塊状砂岩・含喋砂岩・喋岩・泥

岩および緑色泥岩を伴う (第38図) 0 ，\下部'では下位より薄層理互層、厚層理

互層、塊状砂岩あるいは塊状砂岩からなる上方粗粒化サイ'クル(lサイクルの

厚きは100-300m) からなり、これらはさらに全体として、上方グに粗粒化して

その最上部には砂岩優勢の部分 (ks) が発達する。この砂岩質の部分は南部の中

の沢川塊状砂岩を主とするが、北部の上芭露周辺では塊状砂岩の量は少なくな

り厚層理互層が主体となる。これに対して、上部かは塊状砂岩・含喋砂岩 (ks)

あるいは喋岩 (kc) から薄層理互層へと変化する上方細粒化・薄層化サイクルか

らなる。南部の東の沢川流域ではこの組合せは塊状砂岩・厚層理互層と薄層理

互層であるが、志露峠より北では含喋砂岩あるいは磯岩と薄層理互層・泥岩と

なっている。中の沢川上流左岸、上芭露東方、および東の沢川上流左岸の山地

の薄層理互層には厚さl.Ocm- 1. 2mの緑色泥岩(凝灰岩・ G2タイプ)がはさま

れる。含磯泥岩や喋岩のリップアップクラストには緑色泥岩はほとんど含まれ

ない。

芭露川・中の沢川流域にはしばしば断層運動により破砕したとみられる薄層

理互層がみられる。また、本層の砂岩の一部には節理にそって沸石類の細脈が

発達するものがある。

本層の見かけの厚きは2300-2600mである。

III. 2. 9 大成層(Yon ， OV , os)

山田ほか (1963) 命名。寺岡ほか(1 973) 、 Iwata andTajika(1986) および

紺谷ほか (1986) の「大成層」、 Kiminami andKontani (1979) の「湧別層群

下部累層」の一部、および田近 (1988) の rVI 帯」の一部にそれぞれ相当する。

模式地は佐呂間町大成付近。本図幅地域では、東芭露から志撫子川上流にぬけ

る尾根越えの林道付近に模式的に発達する。北に向かつてその厚きを減じ、志、

露峠東麓以北では、上位の瑞穂、層と区別がつかなくなり、キナウシ川上流付近

で消滅する。上芭露層との境界は上芭露層、最上部グの塊状砂岩とその上位の

薄層理互層ないし泥岩との境界においた。露出は悪く、観察できるのはほとん

どが人工の露頭である。

本層は主として泥岩と薄層理互層からなり、赤色泥岩・緑色泥岩・含喋砂岩

を伴う。薄層理互層や泥岩中にはしばしばスランプ相が見られる。本層の見か
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けの下部は上芭露層の塊状~含様砂岩から続く情報粗粒化・厚層化ユニットの

上半部からなり、薄層理瓦膚を主とする(第39図)。これは千葉の沢や東芭露一

志撫子HI上流聞の林道では厚いが、北部では薄くなる。水上部勺ま泥岩を主とし

全体として上方に粗粒化・厚層化するユニットからなる。この基底には赤色泥

岩・緑色泥岩の薄層が認められる。

赤色泥岩・緑色泥岩は、厚さ 3 -10mでR2-R1タイプのものからなる。連続

性は慈〈、下底部には層面に準平行な断層が発達する(第40図)。

スランプ相は計露岳林道や東芭露東方の林道などで観察される。主として、

径 2mに達する塊状砂岩が泥岩基質中に含まれる含磯泥岩状のものや、砂岩泥岩

瓦層が不規則に槽曲するものなどがある。暗灰色泥岩の分布地域ではしばしば

灰白色~淡赤色のチャート・費全性凝灰岩(長径 5 -20cm) の角磯~レンズ状の

転石が見られる。本図幅地域ではこのチャートの康状がみられる露頭はなかっ

たが、「生田原」閲編地域の留辺築町瑞穂西方 3 kmの林道の大成層の露頭では、

泥岩中に挟在するチャートが膨縮し、引き伸ばされちぎれたような産状をしめ

す(第41図)。チャートの周囲の泥岩には鱗片状のへき開が発達する。このチャ

ートは本層の緑色泥岩とほぼ同様の放散虫化石を含み、産状からのみではこれ

らを異地性岩塊と断定することは出来ない。

西東

1m
~-~

第40図 大成層の赤色泥岩・緑色 1尼岩の産状.

赤色泥岩の法成には努断帯が形成されている .;24露出予来麓の林道沿い.
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第41図 大成層のチャートの産状.

説明は本文参照 r生田原」図幅地域，瑞穂西方林道.

志露峠の東の麓には厚さ 3mの含喋砂岩の薄層がみられる。これには緑色泥岩

や赤色泥岩のリップアップクラストがふくまれる。

岩相構成から本層は海盆斜面ないし不安定な海盆平坦面の堆積物と考えられ

る。 本層は千葉の沢付近で見かけ上、約800m、同じく志露峠付近で約400mの

厚きをしめす。

Hし 2.10 瑞穂層 (Ymi ， is , ic)

山田ほか(1 963) 命名。寺岡ほか (1973) 、 Iwata andTajika(1986) 、紺谷

ほか(1 986) の「瑞穂層」、および、 Kiminami andKontani (1979) の「湧別層

群上部累層」の一部に相当する。模式地は「生田原」図幅地域の留辺薬町瑞穂

付近。本地域では計露岳周辺、志撫子 )11 ・計呂地川の流域、そしてサロマ湖岸

まで幅広く分布する。分布地域はなだらかな丘陵地を主体とするため、きわめ

て露出が悪〈内陸部の露頭のほとんどは人工の切り土面である。下位の大成層

や上古露層からは整合的に漸移するようにみえる。

本層は単調な薄層理互層を主体とし、部分的に厚層理互層、塊状砂岩、含喋

砂岩および酸性凝灰岩をともなう。下位の大成層から整合的に漸移し全体とし

て上方にやや粗粒化・厚層化する傾向がある。側方変化としては、「生田原」図

幅地域から北方の本図幅地域に向かつて次第に薄層理互層の量が多くなるなど、

北に向かつて細粒化する傾向がある。ただし局部的に志撫子川流域や計呂地円

山付近には一部厚層理互層や塊状~含牒砂岩が発達する(第 42 図)。

-49-



44P守山サロマ湖岸

fd

fd

fd

IS

46 計日岳林道

品意撫子計呂地道路

一

同

一

』

ト

|

fd

fd

大成趨 (Yon)

47 計呂地 13 号)11

50 ー

48 韮里

者佐層 (Ywa)

IS

E構

穂

層

(Y 羽i)

200

l剖

Om

第42凶 f潟稔層の地質柱状図.

ルート{投資は第 26図，

凡例は第 28図参!!11・-

fdt立小摺曲.



喋岩は計露岳付近に分布し、厚き約15mで、上方に細粒化し塊状砂岩を伴う。含

喋砂岩は泥岩・砂岩のリップアップクラストを含み、細喋サイズのチャート・

火山岩類の円喋~亜円礁からなる。含喋砂岩や塊状砂岩は計呂地川流域、志撫

子川流域、およびサロマ湖岸の一部に分布し、厚きは数m-25mで一部80m前後

に達するものもある。

薄層理互層は15em以下の厚きで成層するものが多い(第43図)が、しばしば

1m前後の厚さの砂岩を介在する。薄層理互層の砂岩底面にはPaleodieかon sp.

などの Nerites 相の生痕化石が見られる(第 44 図)。薄層理互層中にはまれに厚き

数em の灰白色の凝灰岩薄層をはきむことがある。

薄層理互層の層理面は一般に緩やかに波うっている。また、数 m- 数10m の波

長の閉じた非対称摺曲が発達する地借がある。典型的にみられるのはサロマ湖

岸の月見ケ浜のベンチ(第 45 図)や志撫子桜ケ岡の土取り場(第 46 図)で、見

かけ上背斜の西翼が短く東翼に長い波長のものが多い。同様の小摺曲の見られ

るのは、志撫子一計呂地 7 線聞の道路沿いや計露岳林道の東芭露側などで、ほ

第43 図瑞穂層の薄層理互層.

佐呂間町若里，町営牧場.

第44 図

瑞穂層の薄層理互層砂岩底面に

みられる生痕化石.

計呂地 8 号線東方の牧場の土取

り場露頭.スケール 30em.
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ぼ南-北の同じホ層準グに連続するように見える。

本層はきわめて単調な互層を主体とする。全体としては、大成層を基底とし

若佐層に終わる上方粗粒化の大サイクルの一部であるが、チャネル充噴堆積物

とみられる喋岩や含磯砂岩は、散点的に分布し大きな堆積体を作らない。本層

は巨大な海底扇状地の外縁部の堆積物の一部であったのかも知れない。大成層

から瑞穂、層にかけての岩相変化は海溝陸側斜面に巨大な斜面海盆が形成してゆ

く過程をしめすものと考えられる(紺谷ほか、 1986) 0 KiminamiandKontani

(1979) によれば、サロマ湖岸の本層のターピダイトの古流系は北からの軸流と

東からの側方流からなる。なお北からの軸流は瑞穂層の全体としての岩相側方

変化とは不調和で、むしろ局地的な流れの可能性がある。

本層の見かけの厚きは 4000m 以上で、ある。

凹. 2. 11 若佐層 (Ywa)

山田ほか(1 963) の命名。寺岡ほか (1973) 、 Iwata andTajika(1986) 、お

よび紺谷ほか (1986) の「若佐層」に相当する。模式地は「生田原」図幅地域

の佐呂間町若佐付近。佐呂間町富丘西方の山地から床丹川上流、佐呂間一湧別

町界にかけて分布する。分布地域の露出は悪く、新鮮な岩石を見ることはまれ

である。下位の瑞穂、層に整合的に累重する。

本層は含磯砂岩、塊状砂岩、厚層理互層などの粗粒堆積物を主体とし、薄層

理互層・スランプ相を伴う(第 47 図)。主として、下位より含喋砂岩、塊状砂岩、

スランプ相、薄層理互層からなる上方細粒化・薄層化サイクル( 1 サイクルの

厚き 30-150m) からなり、下部に厚層理互層を伴うことがある。富丘西方の山

地で、は層厚 600m と厚く砂岩の量も多いが、その北方の若里で、は 450m 以下となり、

床丹川上流を越えてその北になると ZOO-300m と急激に薄くなる。これらは主と

してチャネル充填堆積物~チャネル間堆積物と推定される。若里の南で本層の

分布は東側に大きくずれる。これを地質図では推定断層として表現しているが、

「サロマ湖および、三里番屋」図幅(黒田・寺岡、 1964) ではこれに相当するよう

な大きな断層は認められていないので、南側の若佐層が下位の瑞穂層を大きく

けずり込んでいるのかも知れない。そうであるならばこの北に分布する瑞穂層

の薄層理互層にしばしば介在する 1m 前後の厚きの砂岩層は氾濫堆積物 (over

bankdeposit) であるのかも知れない。
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第47 図

若佐層の池質柱状図.

1レート位置は第 26 図"

凡例は第 28 図参照.

合磯砂岩は、細磯サイズの円~亜円磯と径最大 50cm の砂岩泥岩瓦!嘗・砂岩

iJ正告の I) ッブアップクラストを含む(第 13 図)。部分的に磯岩と呼べるような磯

の多い部分もある。

III. 2.12 中園層 (Yna)

山田ほか (1963) の命名による。ミテ岡ほか(1 973) 、 Iwata andTajika(1986)

および紺谷ほか (1986) の「中園層」に相当する。模式地は「生田原」図踊地

域の佐呂間町中園である。本図幅地域では佐呂間町富丘から若 E患の東方にかけ

て分布する。本層の分布地域は第四系段丘:堆積物におおわれて露出は悪い。下

伎の芳佐層との関係は露出が悪〈明かではないが、両者の構造は調和的である。
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主として薄層理互層からなり、暗灰色~黒色の泥岩を伴う。富丘の北部では

薄層理互層の中に厚き 30cmの多量の泥岩クラストを含む組粒砂岩が介在する。

おそらくチャネルから自然堤防を破って流出した破堤堆積物 (crevasse-splayde

-posit) とみられる。「生田原」図幅地域の中園層は、泥岩を主体とした緑色泥岩

を伴うなど、本地域で中国層と呼ぶものよりも細粒でやや層相を異にするよう

である。見かけ上の上位(東側)に分布すず仁頃層群とは断層関係(推定)で

接する。

III. 2.13 産出化石と地質時代

湧別層群からの大型化石の産出報告はなく、その時代は放散虫化石(君波ほ

か、 1983 、 1990 ;IwataandTajika, 1986:岩田、 1988 、 1989) および凝灰岩

中の黒雲母の K-Ar 年代により考察きれている。以下、 Iwata andTajika(1986)

の報告した化石を基にして記述するが、これには後述のようにいくつかの間題

があり現在再検討中である (Iwata andTajika, inpress) 。本説明書では、現

時点における検討の結果をふまえて報告する。本地域の放散虫化石の主な産出

位置を第 26 図にしめす。

青島ノ沢層からは上湧別町熊ノ沢の林道の暗灰色泥岩 (En-122) から Amphipyn

d似 stocki ，Lithatractus 仰ssillus などの白亜紀後期型の放散虫化石が産出する。

時代は白亜紀後期~古第三紀で詳細は不明である。

向遠軽層からは化石の産出報告はない。

豊里層の赤色泥岩・緑色泥岩には多量の放散虫化石が含まれている。このう

ち、上湧別市街地からヌッポコマナイ川へむかう林道ぞいの赤色泥岩 (En-90)

や、月見峠西麓の緑色泥岩 (REn-1 )には Vishnevskaya (1986) が後期白亜

紀の後期カンパニアン~前期マーストリヒチアンの示準種とした CIa throcyclas

diceros とともに、 Sか10ゅhaera goluna(=Sかlosphaera d.goluna:Iwataand

Tajika, 1986) が含まれ、 En-90にはLithocampe (?) granulata もふくむ。

Stylo ゆhaera goluna は Sanfilippo andRiedel(1973) , Nishimura (1987) に

よれば、古第三紀暁新世の Bekoma bidartensis 帯や Bekoma caμchensis 帯に含

まれる。また Petrushevskaya (1977) によれば Lithocampe (?)granulata は暁

新世をしめすとされている。 Hollis (1989) によれば Stylo ゅhaera goluna は

Amphi. ゅhaera ゅinulosa と同義とされ、前期暁新世の最初に出現するとされて
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いる。またLithocamμ(?) granulataは前期暁新世の前期に出現するときれてい

る。少なくとも、 REn-l は上位の暗灰色泥岩と互層し整合的に移化することが

確かめられている。したがって現在のところ緑色泥岩を異地性の岩体と考えな

ければならない理由はない。他の“層準"の赤色泥岩 (En-13l) からも同様の

群集がえられており、砂岩泥岩互層を含めて本層は暁新世前期の堆積物と推定

される。なお、 Iwata andTajika (1 986) が湧別層群をカンパニアンに対比す

る根拠になった Protoxiphotractus pe ゅlexus ， Orbiculi/ormamonticelloensis ， お

よび、 Spongostaurus (?)hokkaidoensis については同定上の問題があるので、 Protoxi

photractusd.ρ erplexus ， Orbiculi/ormasp. ，および Spongostaurus (?)d.hokｭ

kaidoensis に訂正する。

安困層の“最下部"に相当するポン川最上流の赤色泥岩 (En-100) からは上

述の REn-l とおなぴ放散虫化石群集がみられる。砂岩泥岩互層や塊状砂岩から

は化石産出の報告はないが、芭露峠東側の上松沢の含喋砂岩中のリップアップ

クラスト緑色泥岩 (Ba- 2)からはLithostrobus sp.A, Eucyγtidium sp.Bathropyrｭ

amis campbelli, Orbiculi/ormad. monticelloensis, Cornutella cali/ornica,

Archaeodicかomitra spp. などの湧別層群の"下半部"には一般的な放散虫化石

が産する。したがって安困層も暁新世の堆積物とみられる。

旭野層の赤色泥岩・緑色泥岩には多くの放散虫化石が含まれる。このうち、

西芭露の西の沢川上流河床の緑色泥岩 (En-21) 、上松沢 (Ba- 5b) 、および芭

露 5 線沢川岸 (Ba- 5)の緑色泥岩からは、 Lithostrobus spp., StylosjJhaeraspp.

とともに Buryella foremanae(=Eusyringium(?)sp.;IwataandTajika, 1986)

が産出する。 Bu ηJella foremanae' ま Hollis (1989) の前期暁新世の後期の放散虫

化石帯の示準種である。旭野層の緑色泥岩は少なくとも上位の砂泥互層とは整

合と考えられる。したがって本層の少なくとも一部は前期暁新世の後期の堆積

物であると考えられる。

上芭露層の"下部"にあたる中の沢川の右支流の薄層理互層中の暗灰色泥岩

(Ey-5) からは、 Cηφ tam ρhorella sjJhaerica, Gongylothoraxverb 白紙 Am

ρhipyndax stocki ， および、 P初sel i/orma spp. が報告されている (Iwata andTajika,

1986) 。また、"上部"の上芭露東方の林道沿いの暗灰色泥岩からはAmph争'Yndl似

aff.stocki, Amphipynd似 spp. が報告されている(君波ほか、 1983) 。
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大成層の赤色泥岩・緑色泥岩からは放散虫化石が多産する。また、量や種数

は少ないが暗灰色泥岩からも産出が報告されている。東芭露一志撫子川上流聞

の林道沿いの赤色泥岩 (Ey-19) では、 Amphipyndax ρlousioふ A. stocki, Stiｭ

chomitrad. cam) うえ S. livermorellensis, Xitus(?)ω;y mbatos ， Dictyomitra

multicostata, D.crassi ，ゅina ， D.d.andersoni, Mitaregina, Bi，ゆhaerocephalina

(?) spp. , Crucellad， αster ， C.sp. , Orbiculi/ormasacramentoensis, Conocarｭ

yomma univers α， Clathrocyclas hyronia, Gongylothorax verbeeki, Cηφtam

phorella shaerica などが、志露峠東麓の赤色泥岩 (En-40) からは Xitus (?)

asymbatos, Biゅhaerocψhalinα(?) sp., Dictyomitracrassi ，学的 α などが産出す

る。またその"上位"や"下位"の暗灰色泥岩からは Amphipyndax stocki(Ey

-17,20) , Stichomitrad. ca~ ρi (Ey-17 ,18) , Xitus(?)ω ;y mbatos (Ey

16 , 17 , 18 ,20) , Dictyomitra Criωsispina (Ey-20) ， Bi ，ゆhaerocephalina (?)spp.

(Ey-20) が産出する。これらの化石は Foreman (1 977) のAmphipyndax かlotus

帯(後期白亜紀カンパニアン~マーストリヒチアン)や Passagno (1976) の

Patulibrachiumdickinsoni 帯(後期カンノ fニアン)に共通するものが多い。し

かしながら A‘か lotus などの示準種は含まれていない。また、明らかに暁新世を

しめす Sか10 ゆhaera goruna やBu η'elia foremanae なども見い出きれない。した

がって大成層の放散虫化石群集はマーストリヒチアン(一部はカンパニアン? )

から暁新世最前期の群集の可能性がある。大成層はこの時期の堆積物と考えら

れる。なお、 Iwata andTajika (1986) の Crucella espa げoensis はc. sp と訂正

する。

瑞穂、層の薄層理互層中の暗灰色泥岩からは、計露昔林道 (Kr- 4) や若里の町

営牧場の露頭 (Kr-7 )で、 Cηφ tamphorella ゆhaerica ， Dictyomitra spp. ,

Amρhipyndax d.stocki などの白亜紀後期~古第三紀とみられる放散虫化石が産

出する。これらには Thanarla conica, Novixitusspp. などの白亜紀前期の放散

虫化石が混在する(I wata andTajika, 1986) 。一方、「生田原」図幅地域の大

成東方の瑞穂層酸性凝灰岩の黒雲母からは後期暁新世に相当する58.5土 1.3Ma

のK-Ar年代が報告されている(君波ほか、 1990) 。大成層から瑞穂層へは整合

的に漸移することを考慮すると、瑞穂層は古第三紀暁新世前期(7)から後期

暁新世にいたる時期の堆積物かも知れない。なお、大成周辺の瑞穂層の緑色泥

。
。

に
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岩からは、 Orbiculぴorma d.monticelloensis, Spongostaurus(?)d.hokkaidoen ・

sis, Amjうhipyndax alamedaensis, A.stocki ほかの放散虫化石が報告きれ、その

時代はおよそマーストリヒチアンとされている(君波ほか、 1990) 。この岩体は

異地性岩体と解釈されているが、 リストだけを見ると、この群集は本図幅地域

の湧別層群の赤色泥岩・緑色泥岩の群集の構成によくにている。

若佐層からは化石は見いだきれていない。

中困層の暗灰色泥岩(富丘; Ey-43) からは Am ρhipyndax d.stocki, Spongurus
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spp. が得られているが詳細な時代は不明である。

以上のように、 K-Ar年代と赤色~緑色泥岩の放散虫化石年代に限ると湧別

層群"下半部"の豊里層・安困層・旭野層は暁新世前期、“上半部"の大成層は

後期白亜紀のマーストリヒチアン~暁新世初期、および瑞穂層は暁新世後期と

考えられる(第48図)。大部分をしめる砂岩・泥岩の時代が不明確な現段階では

層序関係や地質構造を十分議論することは出来ないが、“下半部"の中でみると

産出化石の年代は整然と変化しているようにも見える。また、今のところ、大

成層の緑色泥岩・赤色泥岩が異地性の岩体であると考えなければならない理由

はない。湧別層群の詳細な年代については今後の課題である。

III. 2.14 地質構造

湧別層群を構成する各岩相の層理面は、ほぽ、 NNE-SSW( 北東部では NNW

-SSE) の走向を示し、東または 45°-90 。傾斜する。部分的に波長 5- 数10m の

閉じた小摺曲が認められるが、全体として砂岩・泥岩の堆積構造は東に向かつ

て正順位を示しており、見かけ上、同斜状構造をしめす。しかしながら、見か

けの下部の豊里層・旭野層よりも“上位"の大成層の放散虫化石群集が古いこ

とや、厚〈堆積した整合一連の地層(見かけの厚さ 16km) に期待される変成度

の差が見られないことなど、単純な同斜構造では説明できないことが多い。し

たがってこの構造の形成には構造運動による地層の再配列や重複、などが関与

しているものとみられる。

先述のように豊里層・旭野層・大成層では、赤色泥岩・緑色泥岩を基底とす

る上方粗粒化・厚層化サイクルの基底とその下位の地層とは構造的接触関係で

あることが多い(第 29 ・ 40 図)。断層面、鱗片状へき開、および構造レンズの一

般的な走向傾斜はその上盤・下盤の砂岩泥岩の層理面と準平行である。また、

へき開は断層面の東側に発達し、その程度は東(上位)第向かつて弱くなるの

が一般的である。この他にも砂岩泥岩中にはしばしば層面に平行な勇断帯や小

断層がみられる。これらの断層や勇断帯は、現在はほぼ垂直に近い傾斜を示す

が、堆積面を基準にして考えると東側の地層が西側の上にのし上げた衝上断層

やそれに伴う勇断帯と推定きれる。岩相のサイクルのいくつかは断層による構

造的な繰り返しの可能性がある。このような点に加えて、見かけ上の下部の豊

里層・旭野層よりも“上位"の大成層の放散虫化石群集が古いことから、湧別
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層群の少なくとも一部は、層理に準平行な断層による構造的に積み重なった覆

瓦状構造をとっている可能性がある。

湧別層群の分布域には、一般走向に近いN-SないしNE-SW方向の断層と、

NNE-SSWの地層分布が東西にずれることから推定きれるNW-SEおよびNE

-SW方向の胴切り断層が分布する。走向性の断層としては、分布地域東部に上

述の赤色泥岩・緑色泥岩の基底のものがある。また、上芭露付近から東芭露を

へて中の沢川上流にぬける断層や、芭露から南に続く“志撫子一佐呂間別川断

層"、および計呂地川ぞいの“計目地断層、f推定される。このうち、上芭露層分布

地域の上芭露から東芭露に続く断層は、東芭露の南南西の人家裏の露頭で幅10

m以上の勇断帯が観察きれ、比較的規模の大きな断層である可能性がある。これ

らの走向性断層には“東芭露断層"などのNE-SW-NNE-SSW方向の断層

が派生している。胴切り断層としては“本間沢断層"などが推定きれる。

暁新世前期と考えられる湧別層群“下半部， (豊里層・安困層・旭野層)と、

マーストリヒチアン~暁新世初期および暁新世後期の“上半部" (大成層・瑞穂

層・若佐層)との境界が断層であるとすると、上述の上芭露から東芭露にいた

る断層などが候補にあげられるが詳細は今後の課題である。

湧別層群の構造発達史についての議論は本説明書の目的ではないので省略す

る。これについては田近(1988) ，紺谷ほか (1986) および榊原ほか(1986) な

どで扱われており、それらを参照きれたい。
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IV. 新第三系

本地域に分布する新第三系は、下位から藻別層・留岡層・社名淵層に区分さ

れる(第 3表)。これらの各層は主としで陸成の火山噴出物および湖沼成堆積岩

類よりなり、互いに不整合関係にある。貫入岩類は玄武岩・石英安山岩・流紋

岩よりなる。

本図幅地域およびその周辺の新第三系の層序については、八幡ほか(1 988) 、

八幡・西戸(1 990) によりまとめられたので、本報告ではこれにもとづいて述

べる。

IV. 1 藻別層 (Mt)

八幡ほか (1988) 命名。藻別層の模式地は「丸瀬布北部」図幅地域内の上モ

ベツ川上流およびその支流である。本層は模式地では、上モベツ流紋岩溶岩部

層・富美石英安山岩部層・シプノツナイ火砕岩部層・上古丹四号川磯岩部層お

よび白樺峠火砕岩部層に細分されている。本図幅地域内では北西端の熊ノ沢最

上流地域に藻別層シブノツナイ火砕岩部層がわずかに分布する。主に、淡緑色

の流紋岩質~石英安山岩質軽石凝灰岩・粗粒凝灰岩よりなり、やや粘土化変質

を受けている。湧別層群とは富美断層で接している。

第 3 表遠軽図幅地域の新第三系.

地質時代 t自 質 層 序

上 南ノ沢玄武岩 背奇牛山安山岩

中 f圭
ネ士 部

層 告本川火砕岩 三沢川流紋岩

名
中

|隠沢玄武岩 I !栄野安山岩|
淵

部
若 松 火 砕 岩新
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期

留 岡 層

~
藻
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藻別層の地質時代は「丸瀬布北部」図幅地域内の藻別層基底の黒曜石(上モ

ベツ流紋岩溶岩部層)のK-Ar年代が11.8土 0.6Ma (八幡・西戸、 1989) 、流紋

岩のフィッショントラック年代が12.0Ma (輿水・金、 1987) であることから、

中期中新世末期の火山活動の産物である。

IV. 2 留岡層 (Tt ， Tb , Tm)

八幡ほか(1 988) 命名。留岡層は本図幅地域西縁部から西隣の「丸瀬布北部」

図幅地域にかけて分布し、主に玄武岩質火砕岩層よりなる。

本層は社名淵川下流の留岡とその西方に模式的に分布する。下位より玄武岩

質火砕岩層・泥岩層・玄武岩質火砕岩層よりなる(第 49 図)。下部の玄武岩質火

砕岩層は留岡東方から北方の沢に分布し、主に塊状の淡褐灰色玄武岩質火山角

喋岩・凝灰角喋岩・火山喋凝灰岩よりなる。泥岩層は南の沢川から留岡にかけ

て分布する。南の沢川から留岡にかけてはやや硬質の泥岩よりなるが、留岡に

近づくにつれて泥岩中に砂岩層や凝灰岩層が介在し、ラミナ・層理の発達が良

い。また、砂岩は全般に淘汰不良で\白亜系に由来する頁岩や砂岩、さらに玄

武岩の喋を多数含有する。

上部の玄武岩質火砕岩層は火山角磯岩・凝灰角喋岩・火山喋凝灰岩・粗~細

粒凝灰岩よりなり、一部溶岩を介在する。火山角諜岩・凝灰角磯岩は径 1 -10

em の玄武岩の角礁と玄武岩質火山ガラス細片の基質よりなり、全般に塊状を呈

する。これらの火砕岩はハイアロクラスタイトと判断されるが、留岡西部では

エピクラスティック火山角蝶岩を介在する。凝灰角喋岩中に頻繁に介在される

火山喋凝灰岩は玄武岩からなる火山礁とスコリアを多く含有し、凝灰角喋岩と

同様にハイアロクラスタイトの部分とエピクラスタイトの部分とが認められる。

粗~細粒凝灰岩は層理の発達が良〈、スコリア凝灰岩や凝灰質砂岩(エピクラ

スティック砂岩)を介在する。 溶岩は西隣の「丸瀬布北部」図幅地域内見晴付

近では塊状部が多いが、その他の地区では白破砕状を呈するか、または、長径

20-50em 大のピローを含む。これらの溶岩は変質し、赤褐色を呈することが多

く、多孔質である。塊状部および白破砕状部では一部弱い流理構造が認められ

るところがある。

鏡下では玄武岩はかんらん石斑品に富む斑状組織を呈する(第 50 図)。かんら
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第49図 留岡層の地質柱状図.
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ん石斑品は長径O.2- 1. 3mmで、多くは新鮮で‘あるが、一部はイデイングサイト

化している。石基はインターサータル組織を呈し、かんらん石・単斜輝石・斜

長石・不透明鉱物からなる。方、ラスの量は少ないが、方、ラスがサポナイトに交

代きれていることが多い。

本層の層厚は580m以上で、ある。

[層位関係および対比]本層は白亜系を不整合におおい、社名淵層により不

整合におおわれている。本層のK-Ar年代は8.7士 O.7Maを示し(八幡・西戸、

1989) 、藻別層上部層相当層、または、その上位層と考えられる。

[化石]発見されていない。

第50図

留岡層玄武岩の顕微鏡写真.

横幅は3mm (直交ニコル).

01; かんらん石， pI; 斜長石.

IV. 3 社名淵層

高橋ほか (1936) により京社名淵層群グとして定義され、八幡ほか(1988)

により社名淵層として再定義。社名淵層は下部層・中部層・上部層に細分され

るが、本図幅地域には中部層・上部層が分布する。社名淵層の模式地は西隣の

「丸瀬布北部」図幅地域内の遠軽町社名淵川流域である。

N. 3. 1 中部層

本図幅地域に分布する中部層は基底部を構成する基底砂岩礁岩・酸性の火砕

岩層(若松火砕岩)・玄武岩質火砕岩(隠沢玄武岩)・安山岩質火砕岩(栄野安

山岩)よりなる。これらの火砕岩類は浅い水域で堆積したものと推定される。

〈基底砂岩礁岩> (Sc)

次に述べる若松沢火砕岩の基底部には開成橋北方、丸大、豊里西方などで部

分的に砂岩・喋岩を伴う場合がある。これらの不整合関係については後述する。
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基底砂岩礁岩は中~細磯岩と中~細粒砂岩よりなる。これらの砂岩層は緩傾斜

の斜交葉理や平行葉理が発達する。喋種は湧別層群に由来する砂岩・泥岩の他、

留間層や藻別層に由来するやや変質した火山岩よりなる。これらはいずれも円

~亜円喋である。

基底砂岩礁岩の層厚は 3 -15mで、ある。

なお、若松火砕岩の基底にみられる砂岩・蝶岩のうち層厚 1m以下の喋岩につ

いては本項で、あつかった基底砂岩礁岩の中に含めていない。

〈若松火砕岩> (SWt , SWr)

若松火砕岩は西隣の「丸瀬布北部」図幅地域内の若松および社名淵南部に模

式的に分布し、流紋岩質~石英安山岩質軽石凝灰岩や粗~細粒凝灰岩および流

紋岩溶岩よりなる。本図幅地域では豊里南方、丸大、開成西方および北方に分

布し、主に粗~細粒凝灰岩を主とし、一部軽石凝灰岩を伴う。

組~細粒凝灰岩は軟質で淡黄灰色を呈し、軽石の細片や火山ガラスを主とし、

角閃石がめだつことが多い(第 51 図)。含有される軽石は長径 1- 3mmで、発泡

が良く、くずれ易い。全体に堆積構造に乏しいが、丸大ではラミナの発達した

細粒凝灰岩とシルト岩・細粒砂岩の互層部が認められる場合がある。

火山岩片は流紋岩・石英安山岩・安山岩(長径 1 -5em) を主とする。この

うち流紋岩岩片は流理構造が発達し、斜長石斑晶に富む。他に、サボナイト化

した輝石斑品や磁鉄鉱を含む。石基はガラスに富み、二次石英やカルセドニー

が多く生成している。

流紋岩溶岩は開成西方と豊里南方に分布し、いずれも流理構造が発達してい

る。岩質は前述の火山岩片と同様で、あるが、一部真珠岩を伴うことがある。

本図幅地域内における若松火砕岩の層厚は20-120mで、ある。

第51図

若松火砕岩の顕微鏡写真.

横幅は3mm (平行ニコル).

pI; 斜長石.
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〈隠沢玄武岩> (5Kt)

西隣の「丸瀬布北部」図幅地域内の隠沢に模式的に分布する。カクレ沢川下

流域では 3 枚の玄武岩溶岩とその前後に伴われる火砕岩類より構成されるが、

本図幅地域内では清川北方の林道沿いにわずかに分布し、主に玄武岩質火山角

磯岩・凝灰角磯岩・集塊岩よりなる(第 52 図)。一部にブロック状溶岩や火山弾

を含有する(第 53 図)が、これらの火砕岩には水冷破砕を受けた玄武岩角喋が

多く含有きれ、また、水域で堆積した石英安山岩質凝灰岩・砂岩を介在してい

ることから、浅い水域で、の噴火・堆積作用が推定きれる。

これらの玄武岩はかんらん石 (0.3- 1. 5mm) と斜長石 (0.3- 1. 2mm) 斑晶の

多い斑状組織を呈し、少量の破片状の石英 (0.3-0.8mm) を含有する。他に、

単斜輝石・斜占輝石斑品 (O.l-U.~mm) を含む。石基は斜長石・単斜輝石・斜

(第 54 図)。方輝石・不透明鉱物とガラスよりなる。全体に新鮮で、ある

清川地区で層厚は最大 65m で、ある。

火谷|グ ，//， //1 石英安山岩質
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清川北方における社名淵層の地質柱状図.
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第53図

清川北方における隠沢玄武岩の産状.

凡例 1 ;塊状溶岩，

2;集塊岩， 3; 火山弾，

4;玄武岩岩片およびスコリア.

第54図

隠沢玄武岩の顕微鏡写真.

横幅は 3mm (直交ニコノレ).

01;かんらん石， pI; 斜長石.

cpx; 単斜輝石.

〈栄野安山岩> (SSt)

西隣の「丸瀬布北部」図幅地域の栄野に模式的に分布し、その一部カ f本図幅

地域内のスキー場入口付近に分布する。轍望岩を構成するのはこの地層である。

スキー場付近では灰~褐灰色~淡灰色安山岩質火山喋凝灰岩が分布する。火

山喋凝灰岩は径 1 -3em大の火山礁を主として、一部では多孔質なラピリース

トーン状になる。また。軽石を含有し、一部で軽石層の互層状を呈する。

轍望岩は暗褐色・塊状の安山岩質ハイアロクラスタイトと淡黄灰色のエピク

ラスティック砂岩~火山角磯岩からなる (第55図)。
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30~

。
第55図

轍望岩における栄野安山岩の地質柱状.

これらの火山噴出物の層厚は轍望岩付近で、は最大70mで、あるが、スキー場入り

口で‘は約15mである。

N. 3. 2 上部層

上部層は谷本川火砕岩・三沢川流紋岩・南ノ沢玄武岩・背谷牛山安山岩から

なり、主に陸域で噴火・堆積した火山岩類より構成きれる。

〈谷本川火砕岩> (SMt , SMw)

谷本川火砕岩は西隣の「丸瀬布北部」図幅地域の谷本川を模式地とし、本図

幅地域西部の丸大西方と留岡北方の丘陵地に分布する。主として石英安山岩質

火砕岩類である。それらは凝灰角喋岩・火山磯凝灰岩を主とし、基底部には溶

結凝灰岩を伴う。

丸大西方じ分布する溶結凝灰岩は層厚 5 -10m で、本質レンズは 1 x5mm

- 5x30em と変化に富み、全般にガラス質である。本質レンズはガラス質で、

少量の斜長石を含有するのに対して、基質ガラスは斜長石・石英・黒雲母に富

む。含有岩片は 1 -5emの安山岩・石英安山岩・流紋岩が主で、白亜系から由

来した砂岩や頁岩も含有する。

凝灰角喋岩は径 1 -6emの斜長石に富む石英安山岩や溶結凝灰岩などの火山

岩片と多孔質な火山ガラスよりなる基質より構成きれる(第56図)。基質中には

斜長石・石英・黒雲母が含まれる。凝灰角喋岩中には火山喋凝灰岩を部分的に

介在する。異質岩片として白亜系から由来した砂岩や頁岩も含有される。

本図幅地域内における谷本川火砕岩の層厚約80mで、ある。
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第56図

谷本川火砕岩の顕微鏡写真.

横幅は3mm (平行ニコル).

〈三沢川流紋岩> (55r)

西隣の「丸瀬布北音 ~J 図幅地域内の三沢川流域に模式的に分布し、本図幅地

域西部のスキー場付近にその延長部が認められる。三沢川流紋岩は流理の発達

した流紋岩で少量の長石・石英を含有する。流理は各地点で著しく変化に富む。

層厚は 50-70m でRある。

〈南ノ沢玄武岩> (5Mb)

富美の南ノ沢南西部 (r丸瀬布北部」図幅地域内)から南部にかけてと開成東

方に分布し、白亜系・留岡層を不整合におおっている。主に、玄武岩溶岩より

なるが、基底部や溶岩中には一部泥流状堆積物が認められる。開成西方では湧

別層群を不整合におおい、主に玄武岩質自破砕状溶岩(ブロックラパー)より

なる。また、弥生付近ではこの風化岩塊が点在する。

鏡下ではインターグラニュラー組織を示し、斜長石 (0.2-0.4mm) ・単斜輝石

(O.1-0.3mm) ・かんらん石 (O.1-0.6mm) の斑晶鉱物が多い。また、少量の斜

方輝石と石英斑晶を含有する。石基はガラスに乏しく、斜長石・単斜輝石・斜

第57 図

南ノ沢玄武岩の顕微鏡写真.

横幅は 3mm (直交ニコル).

pI; 斜長石， cpx; 単斜輝石.
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方輝石・不透明鉱物よりなる(第57図)。

南ノ沢玄武岩の全層厚は80m以上で、ある。

〈背谷牛山安山岩> (STa)

南西側の「丸瀬布」図幅および、西隣の「丸瀬布北部」図幅地域内に広〈分布

し、その一部が本図幅地域西部のスキー場付近に認められる。三沢川流紋岩の

上位に重なり、主に、安山岩溶岩よりなる。溶岩は塊状部、平板状節理の発達

した部分、自破砕状部(フやロックラパーや火山角磯岩)などからなる。

鏡下ではピロタキシティック組織、またはハイアロピリティック組織を示し、

斑晶鉱物は斜長石 (0.1-0.3mm) ・単斜輝石 (0.05-0.2mm) ・斜方輝石 (0.05-0.2

mm) よりなる。石基は 0.05mm 以下の斜長石のラスが流理方向に配列し、力、、ラス

中に O.Olmm 以下の微粒な不透明鉱物とマイクロライトが散点する(第 58 図)。

第58 図

背谷牛山安山岩の顕微鏡写真.

横幅は 3mm (直交ニコ/レ).

pl; 斜長石 px; 輝石.

N. 3. 3 層序関係および対比

社名淵層は白亜系・留同層不整合に覆い、また、藻別層とは西隣の「丸瀬布

北部」図幅地域内で不整合関係が確認されている。

本図幅地域内の学田西方では基底砂岩礁岩は湧別層群とやや凹凸が顕著なア

パット不整合の関係にある。基底砂岩礁岩は細~中傑岩と中~細粒砂岩よりな

る(第59図)。

また、丸大南方では留間層を不整合に若松火砕岩がおおう露頭が認められる。

不整合面上位の火山蝶凝灰岩は異質岩片に富み、一部際岩様を呈する(第60図)。

西隣の「丸瀬布北部」図幅地域内の社名淵層下部層には植物化石(社名淵植
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(基底砂岩機岩)

学回西方における基底砂岩礁岩と j勇別層群の不整合露政.

湧日IJ篇君事
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第5ヲ図
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丸大南方における基底砂岩礁岩と留岡層の不整合露頭，

20mG
‘・

第60図

物化石群.竹内、 1942; Tanai , 1961; 八幡ほか、 1988) が多産し、また、淡水

性珪藻化石を産する(通産省、 1968) 。八幡・西戸 (1989) は隠沢玄武岩のK-Ar

年代は7.3土 O.4Ma、背谷牛山安山岩のそれは 7.2土O.4Maて、あるとし、社名淵

72 ー

層は後期中新世であるとした。



N. 4 貫入岩類

本図幅地域には玄武岩・石英安山岩・流紋岩の貫入岩が分布する。

N. 4. 1 玄武岩(8a)

南ノ沢東方に分布する。南北1.5km、東西O.5kmの規模を有し、 j勇別層群お

よび南ノ沢玄武岩に貫入している。岩質は南ノ沢玄武岩と同様で、一部南ノ沢

玄武岩に移化する産状を示すことから、これは南ノ沢玄武岩の火道部と考えら

れる。

一方、本図幅地域東縁部の若里東部では幅数mの 2 本の玄武岩岩脈が認められ

る。鏡下ではO.1-0.3mm大の斜長石・単斜輝石・斜方輝石および磁鉄鉱がイン

ターサータル組織を示す。石基ガラスは一部サポナイト化し、他は全体に新鮮

である(第61図)。

第61図

若里東方の玄武岩の顕微鏡写真.

横幅は3mm (直交ニコ/レ).

N. 4. 2 石英安山岩 (Oa)

スキー場入口付近に幅20mの岩脈と厚き 2mのシート状岩体が栄野安山岩と若

松火砕岩中に貫入している(第62図)。

前者はガラス基流品質組織を示し、アルバイト化した斜長石斑晶が認められ

る。石基は変質し、流理に沿って微粒の石英やカルセドニーが生成している。

後者は全体に新鮮で、、斜長石・単斜輝石が集斑品をなし、石基はガラス質で

斜長石ラスと単斜輝石・不透明鉱物が認められる(第63図)。

N. 4. 3 流紋岩 (Ry)

本図幅地域東縁の円山には1 ， OOOmX600mの流紋岩岩体とこれに隣接する幅数
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第62 図 スキー場入口付近の石英安山岩貫入岩の産状.

第63図

スキー場入口付近の石英安山岩の

微鏡写真.

横幅は 3mm (平行ニコル).

pI; 斜長石， op; 不透明鉱物.

mの小規模な流紋岩岩脈が分布する。鏡下ではガラス基流品質で、新鮮な斜長石

斑品がめだっ。石基は斜長石ラスと石英の微粒結晶および火山ガラスよりなる。

石基ガラスは全体に粘土鉱物と石英により交代されている。

N. 5 新第三系の地質構造

本図幅地域の新第三系は湧別川および生田原川を通るほぽN-S性の低地の西

側に主に分布している。この分布と新第三系の層序から、この低地付近は主と

して中新世の堆積盆地の縁辺部に相当するものと推定される。

また、新第三系にはNNE-SSW-N-S系 NE-SW系、 NW-SE系の 3 系統の

断層が発達している。

NNE-SSW-N-S系の断層は熊ノ沢西方において湧別層群と藻別層の境界(富
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美断層、八幡ほか、 1988) と富美付近の湧別層群中を通る断層で、見かけ上、

西落ちの正断層である。

NE-SW系の断層は轍望岩付近を通る 2 本の断層と留岡南方を通る断層であり、

いずれも見かけ上、南落ちの正断層である。

NW-SE系の断層は上湧別西方の湧別層群と社名淵層を境する断層と開盛西方

において留岡層と社名淵層を境する断層で、いずれも見かけ上、正断層である。

一方、これらの断層系に規制された新第三系は次のような分布を示す。藻別

層は富美断層以西の「丸瀬布北部」図幅地域に広く分布する。留岡層は遠軽西

方に分布し、 10-20。西~南西傾斜である。社名淵層は開盛北西部や遠軽西方の

山地や丘陵の頂部に緩やかな傾斜で分布する他、遠軽南方では湧別川河床から

遠軽スキー場にかけて分布し、西~南西に10-35。傾斜する。

v. 第四系

本地域に分布する第四系は、サロマ湖岸や河川沿いに分布する段丘堆積物、

沖積層、および山地・丘陵に分布する地すべり堆積物や崖錐堆積物などである。

V. 1 段丘堆積物 (11， 12 , 13)

湧別川・芭露川・志撫子J I\ .計呂地川・床丹川・佐呂間別川の本流とその支

流沿いに分布する河岸段丘堆積物、およびオホーツク海側に分布する海岸段丘

堆積物からなる。河川からの高きにより tj 、 tz、および、t3 に区分した。

湧別川沿いの段丘堆積物は露頭で観察した限り、いずれの面も厚さ 3m以上の

場合が多く、砂礁を主としシルト・粘土をともなう。後述 (v. 5) のように、

湧別川沿いでは堆積物の厚きは 8mに達する場合もあるとみられる。喋は新第三

系から由来する火山岩が多い。一般に tj面の堆積物は表面に近い部分ではやや粘

土質であるが、山際の緩斜面の部分では、比較的厚い灰色の粘土や角喋混じり

の粘土をともなうことがある。中土場川、 トーウンナイ川、などの小河川の出

口にあたる tz -t3面は開折された小扇状地面と考えられるが、このような部分の

堆積物はシルトや粘土の量が多くなる(第64図)。

芭露川など、湧別層群分布域の段丘堆積物は砂岩の亜角礁を主体とし、砂・
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シ/レト・粘土をともなう。芭露川などの比較的面積の小さな段丘では粘土混じ

りの角磯層が多い。計呂地!I I 沿いなどには、 llJ麓緩斜面から緩やかに移り変わ

る広い段 f正面があるが、このような段丘には部分的に 3m 以上の厚きの粘土層が

発達することがある。志撫子や計呂池川 i ぞいの地域で i土地形面と堆積物の分布

とは必ずしも一致せず表土下に直接湧別層群の砂岩泥岩互層の弱風化部が分布

することも多い。

芭露市街地北東の海岸段丘堆積物は、灰色(-賞褐色)の厚い粘土(ホ重粘土つ

を主とする。

V. 2 産錐堆積物および玄武岩質残積岩塊 (Td)

開成東方の湧別川右岸の山地では、山頂平坦面直下や渓岸には巌錐堆積物が、

南の沢玄武岩の分布域の周辺には、それに由来する玄武岩質残積岩塊が分布す

る。

主義錐および緩斜面堆積物は玄武岩の亜角磯~亜円様、砂岩・泥岩の角磯~亜

角磯、および角磯混じり粘土などからなる。これらは古い地すべり土佐積物を主

とするとみられるが、滑落崖や移動土塊の輪郭は不明瞭である。

遠軽町弥生付近の山頂平坦~緩斜面には、最大径 4mにおよぶ、玄武岩亜角~張

問機の転石が点々と分布している。この亜角磯の堆積物は、本来この耐を覆っ

ていた新第三系南ノ沢玄武岩の風化残留堆積物と考えられる。
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V. 3 地すべり堆積物 (Ld)

南ノ沢、南兵村西方、開成東方、および学田東方に規模の大きな地すべり地

形とその堆積物が見られる。地質図には示していないが、湧別層群分布域にも

小規模な地すべり地形は見られる。南ノ沢や学回東方の地すべり堆積物は玄武

岩の亜角磯~亜門礁、砂岩・泥岩の角磯~亜角棟、および角磯混じり粘土など

からなる。なお、湧別層群分布地域の地すべり地形の周辺には岩盤クリープに

よるとみられる県断層グが見られることがある(第13 ・ 36図)。

V. 4 沖積層 (a， ac, as)

本図幅の沖積層は、湧別川の河川改修以前の河道や上湧別付近の小河川の旧

河道の堆積物 (ac) 、サロマ湖岸の浜堤堆積物 (as) 、現在の湧別川・サロマ湖の

湖岸・河岸の堆積物、およびその他の氾濫原・後背湿地などの未区分沖積層 (a)

からなる。湧別川沿いの沖積層はいずれも主として砂礁からなり、粘土・シル

トを伴う。山地・丘陵の谷床に分布する沖積層は、粘土・シルト・砂礁からな

りしばしば木材の破片を含む。サロマ湖岸の浜堤堆積物は主として細礎混じり

の砂で、その後背の低地や小河川の河口付近の低地には泥炭・シルト・粘土を

主とする堆積物の分布が予想される。現在の湖岸堆積物は、粘土~シルト質堆

積物の多い部分と砂岩などの亜円~亜角礁の多い部分がある。

V. 5 電気探査から推定される第四系の基底深度

湧別川や芭露川ぞいに発達する第四系については、 1950年代から地下水調査

のための電気探査が実施されている。それらのデータによれば、湧別川低地の

第四系砂喋層の下位の基盤の表面には旧河川が削った谷が埋没していると考え

られている(山口・小原、 1962) 。

遠軽町市街地付近については詳細は不明であるが、北部(山口・小原、 1962) 、

ではむ面堆積物の基底は地表下 3-8mにあり、中央部で浅く、西の山ぎわと東

の湧別川側に深いとされている(第65図)。また、市街地南部の電報電話局の井

戸で、地表下11m、松屋旅館の井戸では同じく 4m前後で、基盤岩に達しており、山

側にやや深い谷の分布が予想される。
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開成北方の地域(小原、 1970未公表)の旧河道では、比抵抗値500-1500オ

Lmの砂喋層とみられる堆積物の基底は、地表下 3-4mおよび 7-8mで、西側

に深くなっている(第67図測線H)。西側ではこれらの下に 120-275オームmの

やや粘土質の堆積物が予想きれている。 t3面で、は(第67図測線1)、砂喋層は地

表下 3m前後までで、測線Hの延長とみられる粘土を介在する堆積物が深さ23m

付近まで谷を埋めるように分布する。

上湧別町市街地から南兵村にかけての地域(和気・嵯峨山、 1973未公表;深

見、 1988) では、ほぽ550mの間隔で、電気探査測線が引かれている(第66図)。こ

れによれば、砂喋層と推定きれる200-1200オームmの高比抵抗層の基底深度は、

第66図
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第68 図 南浜村地区地下水調査井の柱状図(深見， 1988).

位置は 65 図参照.

地表面下 4 -15m で、変化が著しい(第 67 図 2 から 4 )。この地域も遠軽市街付近

と同様に、ホ基盤岩かからなる深度 4-8m 前後の高まりと 10-14m の谷が埋没

しているものと考えられる。これらの谷の側方への連続性は、凹凸が激しいた

め十分追跡は出来ないが、全体として網状流路の形態を取っているものと推定

される。測線 Aなどの東方の山地沿いでは堆積物の厚きが 15m' こもなる。これは

中土場川の扇状地堆積物が重複しているためである。

この地域のホ基盤岩汐は湧別川の現河床で見る限り湧別層群である。しかし、

南兵村の地下水調査井(第 68 図)では、埋没谷の砂喋層は地表面下 15m までで、

30m 深まで明瞭な湧別層群に到達していない(深見、 1988)0 IS-30m の聞のホ砂

喋(湧別層群風化部?)汐は遠軽市街地付近にみられるような粘土混じりの喋層

の可能性が強く、 200 オーム m以下の、基盤岩層'には第四紀の粘土質堆積物を

含む可能性もある。

芭露川下流の低地の沖積層では、 130 オーム m以上をしめす基盤は、上流から

下流に向かつて次第に深くなり、その深度は上流で、数 mで、あり、下流域で "30m を

越える(第 69 図:小原・二間瀬、 1959 ;1959未公表)。芭露市街地北部の井戸で

は基盤深度33.9m という記録がある(長尾、 1958) 。
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VI. 応用地質

鉱物資源として現在、稼行されているものはない。かつて計呂地円山鉱山で

金銀鉱石が採掘されたことがある。そのほかには見るべきものは発見きれてい

ない。

本地域はオホーツク海沿岸の寡雨地帯にあたり地下水に対する期待が大きく、

いくつかの地点で地下水調査が実施きれている。大規模な地盤災害は知られて

いない。

羽. 1 金銀鉱床一計呂地円山鉱山

藤原(1959未公表)、番場ほか (1964) 、北海道立地下資源調査所 (1983) お

よび、通商産業省資源エネルギー庁 (1990) などの調査報告があり、これらに基

づいて記載する。

位置 湧別町計百地の旧湧網線計呂地駅の北1.5km、現在の国設円山キャンプ

場から南南東約500mの地点に位置する。

沿革 昭和19年福島市の早田光太郎氏が湖畔で黄鉄鉱の転石を拾い、昭和24

年鉱区を設定した。その後トレンチによって鉱化帯を発見し、 3 坑道の探鉱が

実施されたが、昭和27年の十勝沖地震により 2 坑道が崩壊した。昭和29年には

第 2 坑を50m掘進し鉱脈の尖頭を捉えている。昭和29年 7 月に小坂鉱業所へ崩壊

堆積物中の鉱石を lOt送鉱している。同氏による探鉱は昭和41年頃まで続いた。

鉱床 本鉱床は湧別層群の薄層理砂岩泥岩互層に貫入した流紋岩中の浅熱水

性裂か充填鉱床である。流紋岩の岩脈の走向はNW-SEで、その東南東の尾根付

近には湧別層群の泥岩・砂岩中に網状珪化岩や石英脈の発達が認められている。

鉱床全体としての走向傾斜はN300W、 60"Sで、脈の東は断層で切られ西側は尖

滅しているといわれる。鉱床の規模は幅 5 -10m、延長約50mで、ある(第70図)。

鉱脈の上部には一見凝灰角喋岩様を呈する堆積物(上述の崩壊堆積物)があり、

脈石英が角礁として含まれている。品位はAuがO.n- l. ng/t、 Agが数10g/t-数

100g/tで、富鉱部で、はAuO.7g/t、 Ag1202g/t(採取幅3.7m) 、および、Au1.2g/t、

Ag1430g/t(採取幅 1.2m) である(第 71 図)。構成鉱物は銀鉱物(輝銀鉱? )・

黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・辰砂でほかにテルル鉱物も含まれるという。
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通商産業省資源エネルギー庁(1 990) より引用.
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第71 図 計呂地円山鉱山の坑内スケッチと品位.

通商産業省資源エネル占 f一庁 (1990) より引用.

VI. 2 採石資源

湧別層群の砂岩や砂岩泥岩互層は、路盤材などとしていくつかの地点で採掘

されている。社名淵層谷本川火砕岩中の凝灰角喋岩は多孔質で、その転石はし

ばしば庭石や積み石として使用きれている。本地域では利用きれていないが、

同層の玄武岩は、隣接図幅地域では骨材として採掘されている。湧別川流域で

は段丘堆積物や沖積層の砂礁が採取されている。
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VI. 3 地下水

本地域での地下水の有力な帯水層は湧別川沿いの第四系で、広く分布する湧

別層群や中新統は帯水層としては期待できない(小原ほか、 1980) 。

湧別川沿いの第四系では、深度5-25mの段丘堆積物・沖積層の砂喋層がその

有力な帯水層になっており、地下水の主体は河川の伏流水である(山口・小原、

1962、;小原、 1970未公表;和気・嵯峨山、 1973未公表;深見、 1988) 。その比

湧出量は47.8-2 ， 442m3/ 日・ mと潤水深が厚ければ極めて有力な帯水層である

(小原ほか、 1980) 。

湧別層群の分布地域では裂か水を目的とする調査が実施きれている(和田・

小原、 1978 ;小原、 1983、 1990) 。揚水試験の結果、比湧出量は0.4-7.3m3/ 日

mで明帯水層汐としては良好ではない。しかし、若佐層のような砂岩質の地層で

は亀裂の性状や地質状況を正確に把握することで、ある程度の地下水はえられ

る場合もある(和田・小原、 1978) 。

遠軽公圏西側の中新統社名淵層の分布地域での調査によれば(広田、 1986) 、

比湧出量 6 -21m3/ 日・ mて、小規模な地下水利用は可能である。

本地域に温泉の湧出は知られていない。

羽. 4 天然ガス徴

本地域北部の芭露付近の低地からオホーツク海岸の段丘にあたる地域にはか、

ス徴が知られており、かつて調査されたことがある(橋本・長尾、 1956 ;長尾、

1958) 。

VI. 5 災害地質・表層地質

本図幅地域では大きな地盤災害の記録はない。湧別川沿いの低地では戦前ま

では大きな洪水に見舞われることが多く、その被害は旧河道からむ面にかけて広

い範囲に及んだ。最近では、築堤の進展などにより被害は大幅に減り、昭和50

年 8 月、などに浸水被害が出ている程度である(国土庁土地局国土調査課、 1983) 。

地すべり地形は南ノ沢や開成・学固などに大きなものがみられ、ほかにも小

規模な地すべり地形は点々と分布する。地すべり防止区域の指定地はなく (平
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成 3 年 3 月現在)、安定したものが多いと思われるが開発行為にあたっては事前

の注意が必要で‘ある。なお、崖錐堆積物などの不安定土砂の多い中土場川やポ

ン川の流域は砂防指定地となっている。

これまで本図幅地域では例がないが、近年、大規模な地形改変をともなう開

発行為が増加している。湧別層群の分布する山地や丘陵の表層は一般に強風化

部は薄く、山麓緩斜面などを除いて地形改変の自由度は大きくないが、薄層理

互層の場合にはリッパなどの掘削機械によっては土工可能で、ある。新第三系で

は凝灰質岩の一部に軟質で、かつ強風化部の厚いものが報告されている(北海

道開発局農業水産部、 1989) 。このような部分では開発によって土砂の流失など

が起こることもあるので、実施に当たっては、上述の地すべり地形と同様に事

前の十分な調査とそれに応じた設計が必要である。
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OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50,000

ENGARU

(ABASHIRI-24)

BY

JunTAJIKAandMasahiroYAHATA

(writtenin1991)

(Abstract)

TheEngarudistrictoflatitude44ー00'to44°10'N, andlongitude143ー30'

to143°45'E, issituatedattheeasternpartoftheKitamiMountains, and

geotectonical1ybelongstothewesternmarginzoneoftheTokoroBeltof

Hokkaido.

Geology

Thismappedarea ismostlycomposed ofUpperJurassicto

CretaceousmelangecomplexandUpperCretaceoustoPaleogenesedimenｭ

taryrocks, thelatterofwhichareoverlainbyNeogeneVolcanicand

sedimentaryrocksandQuarternarysediments, asshowninTable1.

TheJurassictoPaleogeneSystems

TheUpperJurassictoCretaceousmelangeComplex(theNikoro

Group)exposedinsmallareaatthesoutheastmarginofthemap, consists

ofshearedandweaklymetamorphosedgreenstonesandchertblocks.These

rocksarethefragmentsofseamountandotheroceanicrocks, whichwere

accretedtothePaleo-KurileArcinLateCretaceoustime.

TheUpperCretaceoustoPaleogeneYubetsuGroupdistributed

widelyinthemappedareaconsistsmainlyofterregeniousturbiditesand
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Table1

Age GeoldgicalSystem

oー河コ 'と町C
Holocene Alluvialdeposits Landslide

1__~~~~s 比
Deposits

Pleistocene Terracedeposits

Pliocene
「ーーーーーーー一

コ」ωaa
MinaminosawaBasalts SetaniushiyamaAndesites

M一92mヨ』C ぷ同e
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Basalconglomerateandsandstone
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D2包コ叫0 h比 Shibunotsunai

Middle
Pyroclastic

Rocks

Early

Oligocene

Eocene

2aωεω国0mw
YubetsuGroup

KumanosawaF KamibaroF

Paleocene MukaiengaruF OnariF

ToyosatoF MizuhoF

YasukuniF WakasaF

AsahinoF NakazonoF

Late

υ甲町一由」l 的コOmwu

Early Nikoro
Group

Jurassic
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associatedcoarseclasticrocks, accompaniedsmallamountofacidictuff,

tuffaceousmudstone, andpelagicand/orhemipelagicgreenandredmudｭ

stones.ItisseparatedfromtheNikoroGroupbymajorreversefaultnamed

the5aromaFault.

TheGrouphasageneralstriketrendofNE-5WtoN-5, andithas

beencu叫1此tb 川町 S坑即削t廿凶r吋恥i

formationshowsteep-dippingandmostlyeastwardyoun 沼ging ， butthe

radiolarianfossilindicatesthatthe“ upper"(eastern) portionofthegroupis

presumablyolderthanthe“ lower"(western) ones.Thefaultsseemtoshow

imbricatestructureasawhole.Therefore, itseemsthattheYubetsuGroup

isatrenchaccretionarycomplexformedinaneastwarddippingsubduction

zonealongthePaleo-KrileArcduringtheLateCretaceoustoPaleogene

crustalconvergence.

Thisgroupisdividedintotenlithologicalunits;theKumanosawa

Formation, MukaiengaruFormation, ToyosatoFormation, YasukuniFo 子

mation, AsahinoFormation, KamibaroFormation, OnariFormation, Mizu・

hoFormation, WakasaFormation, andNakazonoFormationineastward

order.

TheKumanosawaFormationdistributedinthenorthwestpartofthe

mappedarea, consistsofdarkgraymudstoneandthin-beddedturbidite,

intercalatedwiththick-beddedturbiditeandthinlayersofacidictuff.

TheMukaiengaruFormationiscomposedmainlyofmassivesand‘

stone, thick-beddedturbidite, andpebblysandstone, interbeddedwiththin

-beddedturbiditeandconglomerate.

TheToyosatoFormationiscomposedmainlyofthecoarsening-and

thickening-upwardsequencesshowingpelagicand/orhemipelagicmuddy

faciesoverlainbythin-tothick-beddedturbiditefacies, interbeddedwith

pebblyandmassivesandstones, mudstoneandslumpfacies.Theradiolarｭ

ianfossilindicatesthatthehemipelagicredandgreenmudstoneofthis

formationisearlyPaleoceneinage.
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TheYasukuniFormationisacoarsening-andthickening-upward

largesequenceofpelagicand/orhemipelagicmudstone, darkgraymudｭ

stone, thin-andthick-beddedturbidites, massiveandpebblysandstones,

andconglomerate.Theupperportionofthisformation, whichismadeof

coarseclastics, showsfining-andthinning-upwardsedimentation. Dark

graymudstoneandthin-beddedturbiditeintercalatedwithacidictuffand

hemipelagicmudstoneincreaseinthicknessnorthward, butsandstoneand

conglomeratehasbecomefinnerandthinnertothesamedirection.

TheAsahinoFormationiscomposedmainlyofthick-tothin-bedded

turbidite, accampaniedwithpelagictohemipelagicgreenandredmudｭ

stones, acidictuff, pebblyandmassivesandstones,darkdraymudstone, and

slumpfacies. Thelowerportionoftheformationshowscoarsening-and

thickening-upwardsequences, andtheupperportionfining-andthinning

-upwardsequences.Theradiolarianfossilofthehemipelagictotuffaceous

mudstoneindicatesearlyPakeocene.

TheKamibaroFormationismadeupofthin-tothickbeddedturｭ

bidite, intercalatedwithmassiveandpebblysandstones, darkgraymudｭ

stoneandtuffaceousgreenmudstone.

TheOnariFormationisdominatedbydarkgraymudstoneandthin

-beddedturbiditeassociatedwithhemipelagicredandgreenmudstonesand

pebblysandstone.Theradiolarianfossilindicatesthatthegreen, redand

darkgraymudstoneofthisformationaccumulatedduringLateCretaceous

(CampanianorMaastrichtian?)toearlyPaleocenetime.

TheMizuhoFormationwidelydistributedintheeasternportionof

themappedareaismainlycomposedofmonotonousthin-beddedturbidite

associatedwiththick-beddedturbidite,massiveandpebblysandstones, and

acidictuff.

TheWakasaFormationisdominatedbypebblyandmassivesandｭ

stonesandthick-beddedturbiditeassociatedwiththin-beddedturbiditeand

slumpfacies.
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TheNakazonoFormationdistributedintheeasternmarginofthe

mappedareaiscomposedmainlyofthin-beddedturbiditeaccampaniedby

sandstoneanddarkgraymudstone.

TheNeogeneSystem

TheNeogeneSystemisdistributedinthewesternportionofthe

mappedarea.ItconsistsofthemiddletoupperMiocenevolcanicrockand

lacustrinedeposit, andisdividedintothree formations, TheMobetsu

Formation, TomeokaFormation, andShanafutiFormationinascending

order. TheseFormationsareunconformabletoeachother. Several

NeogenedikeshasintrudedintotheCretaceoustoPaleogeneYubetsu

GroupandtheNeogeneformations.

TheMobetsuFormation(theShibunotsunaiPyroclasticRockMemｭ

ber)distributedinthenorthwesternmarginofthemappedareaiscomposed

ofrhylitictodaciticpumicetuffassociatedwithcoarsetuff. Thepumice

tuffofthisformationshowstheFTageof12MaandtheK-Arageof11.8ｱ

O.6Ma.

TheTomeokaFormationiscomprisedmainlybasalticvolcanic

breccia, tuffbrecciaandlapillituff, intercalatedwithmudstoneandsandｭ

stone.ThebasaltshowstheK-Arageof8.7 土 O.7Ma.

TheShanafutiFormation,comprisedoftheLower, MiddleandUpper

Members, ischaracterizedbylacustrinedepositsandsubaerialvolcanic

rocks.TheLowerMemberdoesnotoccurinthearea.TheMiddleMember

consistsofbasalsandstoneandconglomrate, rhyoliticlavaandtuff(The

WakamatsuVolcaniclasticRocks) , basalticvolcanicbrecciaandtuffbrecｭ

cia(TheKakurezawaBasalts), andandesiticlappilituff(TheSakaeno

Andesites). Itseemsthatthese volcaniclasticrocksseemtohavebeen

accumulatedinshallowwateremvironment.TheUpperMemberismade

upofdaciticweldedtuff, tuffbrecciaandlapillituff(TheTanimotogawa

PyroclasticRocks), rhyolitelava(TheMisawagawaRhyolites),basaltlava

(TheMinaminosawaBasalts), andandesitelava(TheSetaniushiyama

つ
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Andesites). ThebasaltlavashowsK~Ar ageof7.3ｱ0.4Ma, andthe

andesiteshowsof7.2 十 0.4 Ma.

TheQuaternarysystem

TheQuaternarysystemsarecomposedofthemarineandriver

terracedeposits, thetalusandlandslidedeposits, andalluvialdeposits.The

terracedepositsaredistributedalongthemainriverssuchastheYubetsu,

BaroandKerochiRiversandnorthernshoreofthearea.Theyareclassiｭ

fiedintothreeterracesintermesofheight;the1stTerraceDepositsare15

-40mhighaboveriverlevel , the2ndTerraceDeposit10-15mhigh, the3rd

TerraceDepositsarelessthan10mhigh.ThetalusandlandslideDeposits

distributedaroundthemountainsneartheYubetst1Riveriscomposedof

subangularbouldersandpebblesofbasalt, clay , etc.

AppliedGeology

MineralResources

Gold-silveroredepositoccursinasmallscaleintheKerochimarｭ

uyamaarea , buttheminehasbeenclosed.Theoredepositisintrudedinthe

epithermalfissure-fillingAgquartzveinswithinthesandstoneinterbedded

withmudstoneoftheYubetsuGroup.

SandstoneoftheYubetsuGroup , tuffoftheShanafuchiFormation,

gravelandsandoftheterraceandalluvialdepositsareusedforcivilworks.

GroundWater

Availableground-waterexistsinalluvialandterracedepositsalong

theYubetsuRiver. Thesedepositshavespacificcapacityof47-2 , 442m3
/

(dayｷm).Hower, theNeogeneformationshavethespacificcapacityof6-21

m3 /(day·m) , andtheYubetsuGrouphavelessthan7m3/(dayｷm).

-103



正誤表

地質図に校正ミスがあるので訂正する。

1)向遠軽付近 Yto(誤)→ Ymu (正)

(誤)

2)生田原川ぞい。 tvの分布。

(誤)
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